
Ⅲ．国際協力プログラム 
１．設置の趣旨と教育の目的 

SDGs（持続可能な開発目標）に掲げられた目標からもわかるように、現在、人類の抱える

もっとも深刻な問題の 1つは、アジア、中東、アフリカ、中南米諸国等の途上諸国に広く見

られる貧困問題です。地球上の多くの人々が、依然として貧困に喘ぎ、教育、保健・衛生・

医療、食料・栄養、環境、雇用、平和、人権といったさまざまな面で､基本的なニーズを満た

すことができない状態にあります。 

途上国の経済社会が、この厳しい貧困の悪循環から抜け出して、持続的な発展の軌道に乗

るためには、そこに住んでいる人々自身による開発努力が不可欠です。競争市場の中で民間

部門の産業や企業が発展し、付加価値や雇用を創出していくとともに、経済や社会のさまざ

まな領域で政府が適切な役割を果たしていくことが求められています。市場と政府それぞれ

の利点をうまく活用する一方、双方の不完全な部分を制度や組織で補完・代替し、途上国は

長い時間をかけて、継続的に、自らの力で開発に取り組んでいく必要があります。 

同時に、貧困問題の解決には、南北間の国際協力も不可欠な条件になっています。豊かな

先進国が、途上国と緊密に協力しながら、資金面、技術面、人材面、貿易面、情報面等の幅

広い分野で、積極的に開発問題に関与していかなければ、貧困問題の根本的な解決は極めて

困難と考えられます。先進国政府による国際協力、国連等国際機関による国際協力、NGOsな

ど市民社会による国際協力、さらに、民間企業による資金や技術の移転、貧困層向け BOP ビ

ジネス、ソーシャルビジネスを通じての国際協力などが、途上国の経済社会の発展に寄与し

ています。 

国際協力の諸活動を支え主導しているのは、開発問題に関連するさまざまな分野で優れた

専門能力をもつ人材です。すなわち、途上国の経済・社会を分析することのできる高度な専

門的知識・技術、柔軟な異文化理解・異文化適応能力、高度な語学力による国際コミュニケ

ーション能力などが、国際協力に携わる人材にとって必要不可欠な個人的資質・能力である

といえます。複雑な経済・社会の構造を的確に分析し、さまざまな困難な環境の中で、途上

国が進むべき方向を見極め、それに合った開発政策や開発戦略を考えることのできる、たく

ましい精神力と高度な専門能力をもった人材こそが、貧困という人類的な課題を解決するた

めに求められているのです。 

「国際協力プログラム」は、貧困問題の解決という、人類的課題に挑戦する人材を養成す

る場として設定されました。複数の学部に配置されている、国際協力、途上国開発に関連し

たさまざまな専門科目の学修を中心に、国際的なコミュニケーション能力の強化も進めてい

きます。 

さらに、本プログラム独自に開講する演習科目の履修を通じて、さまざまな学部の担当教

員と、そしてさまざまな学部の学生と緊密に協力しながら、学部横断的な、学際的な視点か

ら開発問題の専門的な研究を行い、総合的かつ体系的な能力を育成していくことを目標にし

ています。特に、途上国社会に密着した現地感覚と鋭い問題意識を深めるよう、アジア途上

諸国などでの現地調査（「Project-Based Field Work」）を実施し、その結果に基づいて調査

報告書を執筆するという実践的な教育を重視しています。 
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２．2023年度演習科目担当者および履修者数 

連番 氏名 所属学部 FLP演習A FLP演習B FLP演習C 総計 実施形態 

1 中川 康弘  経済 5 2 5 12 合併(A・B・C) 

2 林 光洋 経済 7 3 3 13 単独(A・B・C) 

3 平澤 敦 商 6 7 9 22 単独(A・B・C) 

4 新原 道信 文 5 4 2 11 合併(A・B) 単独(C) 

5 山田 恭稔 国際経営 3 - 4 7 合併(A・C) 

6 伊藤 晋 
全学連携 

教育機構 
- - 7 7 単独(C) 

7 小澤 勝彦 
全学連携 

教育機構 
- 4 2 6 

前期 ：合併(B･C) 

後期 : 単独(B・C) 

8 花谷 厚 
全学連携 

教育機構 
4 10 5 19 単独(A) 合併(B・C) 

合 計 30 30 37 97   

 

３．プログラムスケジュール 

5月  第 1回部門授業担当者委員会 

   

6月  第 2回部門授業担当者委員会（持ち回り開催） 

   

7月  第 3回部門授業担当者委員会 

  ガイダンス（一年次生向け） 

   

9月  第 4回部門授業担当者委員会（持ち回り開催） 

  第 5回部門授業担当者委員会（持ち回り開催） 

   

10月  国際協力プログラム説明会（一年次生向け） 

   

11月  2024年度募集に伴う選考試験 

  第 6回部門授業担当者委員会 

   

12月  第 7回部門授業担当者委員会（持ち回り開催） 

  学内活動（期末成果報告会） 

   

3月  第 8回部門授業担当者委員会（持ち回り開催） 

  FLP修了発表 

  FLP修了証書授与 

 

４．プログラムの活動 

  期末成果報告会 

(1) 実 施 日： 2023年 12月 9日(土)  

 実施場所： 中央大学 多摩キャンパス 3453教室、3454教室、3455教室 

 実施内容： 各ゼミによる年度活動報告 
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(2) 実 施 日： 2023年 12月 9日(土)  

 実施内容： 特別講演 

 テ ー マ： ビジネスの軸を 23.4°傾ける仕事 ―SDGsと企業の同行― 

 講 演 者： 坂本 雛梨 氏（株式会社オルタナ） 

 

５．これまでの履修生の主な就職・進学先実績 

国際協力機構（JICA）、日本国際協力センター（JICE）、海外産業人材育成協会（HIDA）、国立

青少年教育振興機構、日本貿易保険、伊藤忠商事、豊田通商、日本郵船、日本航空（JAL）、

全日本空輸（ANA）、ANAテレマート、シンガポール航空、エバー航空、東日本旅客鉄道、東海

旅客鉄道、山九、JTB、エイチ・アイ・エス、三菱東京 UFJ銀行、三菱 UFJ 信託銀行、三井住

友銀行、みずほフィナンシャルグループ、りそなホールディングス、横浜銀行、千葉銀行、

ゆうちょ銀行、信金中央金庫、東邦銀行、多摩信用金庫、三井住友信託銀行、日本政策金融

公庫、大和証券グループ本社、大和証券、岡三証券、第一三共、IHI、カカクコム、キヤノン

（Canon）、トヨタ自動車、日産自動車、スズキ、クボタ、NEC、日本 IBM、シスコシステムズ、

太平電業、日立製作所、デンソー、ブリヂストン、ダイキン工業、千代田化工建設、清水建

設、本田技研工業、京セラ、矢崎総業、三井物産、大王製紙、大日本印刷、中外製薬、デン

カ、船井総合研究所、アビームコンサルティング、KPMG コンサルティング、PwC コンサルテ

ィング、フロンティア・マネジメント、エル・ティー・エス、ビジョン・コンサルティング、

NJS、ビジョナル、楽天、日本ハム、三菱食品、長瀬産業、国分グループ本社、セブン‐イレ

ブン・ジャパン、マザーハウス、LIXIL、システナ、ユニリーバ・ジャパン、損害保険ジャパ

ン、東邦瓦斯、INPEX、日本放送協会（NHK）、テレビ信州、テレビ熊本、日本経済新聞社、北

海道新聞社、コナミデジタルエンタテインメント、KDDI、NTTデータ、TIS、フリー（freee）、

伊藤忠テクノソリューションズ、ソフトバンク、セコム、ファーストリテイリング、マイナ

ビワークス、パーソルキャリア、CHINTAI、イオンモール、オリエンタルランド、AIU高校生

国際交流プログラム事務局、日本赤十字社、上組、郵船ロジスティクス、東京都医学総合研

究所、国家・地方公務員（会計検査院、外務省、経済産業省、厚生労働省、国土交通省、財

務省、内閣官房、都庁、県庁、市役所など）、東京大学（大学院農学生命科学研究科、新領域

創成科学研究科）、一橋大学国際・公共政策大学院、一橋大学大学院社会学研究科総合社会学

研究科、名古屋大学大学院国際協力研究科、大阪大学大学院高等司法研究科、慶應義塾大学

法科大学院、早稲田大学大学院法務研究科、神戸大学大学院国際協力研究科、エジンバラ大

学大学院、サセックス大学大学院（開発学研究科、国際教育センター）、ロンドン大学大学院

東洋アフリカ研究学院、イーストアングリア大学大学院国際開発学研究科、ブラッドフォー

ド大学大学院平和学研究科、ジュネーブ国際・開発研究大学院、中央大学大学院（経済学研

究科、商学研究科、文学研究科、総合政策研究科、公共政策研究科）など 
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６．演習教育活動 

（１）中川 康弘（経済学部・教授） 

ＦＬＰ演習Ａ・Ｂ・Ｃ 

＜テーマ＞ 

【A生】支援という行為を省察する 

【B生】支援の営みを言語化する 

【C生】「共に生きる」を社会実装する 

 

＜授業の概要＞ 

【A生】 

 2021年度の国際交流基金調べで海外の日本語学習者数は 141の国・地域で約 379万人とな

り、国内でも留学生、技能実習生、移動する子供たちと多様化している。これまで「外国人

に日本語を教えること」と漠然と見られてきた日本語教育は、母語/非母語話者の社会関係、

障害やジェンダー学、アイデンティティの承認や権力といった政治性も射程に入れた領域に

広がりをみせるに至った。そこで演習 A では国際協力に内在する、ことばや文化の教育を軸

にした人と人の水平的な関係、交流の側面に着目し、文献購読、見学調査等を通じてその理

解、涵養を目指す。 

 

【B生】 

ことばの教育の観点から国際協力の意味を学んできた演習 Aを経て、演習 Bでは文献講読

とフィールドワークを行い、国際協力と多文化共生について多角的に捉えていく。 

前期は、指定文献や見学調査、後期はタイの大学での共同調査等を通じて、各自が設定し

たテーマの調査を軸に行い、成果報告を経て、学問的課題に応える論文にまとめる。 

 

【C生】 

異質な言語と教育実践に触れ、そこに関わる具体的な他者との出会いの原体験が、国際理

解の契機となって地球規模の諸問題の解決につながるという確信を得た演習 A、Bを経て、い

よいよ演習 Cの本授業において各自のテーマを理論化の俎上にまで高めていく。 

前期は、指定文献を中心に輪読、ディスカッションを行い、後期はタイの大学での共同調

査等により各自が設定したテーマの調査を軸に行い、国際協力、日本語教育の役割を考える。

そして、年度末に卒業論文をまとめる。 

 

＜活動内容＞ 

前期は、指定文献『教育と他者』（橋本憲幸著：春風社）を中心に輪読、ディスカッション

を行い、国際協力、教育の観点から「支援」という営みへの理解を深める。並行して学外で

の見学調査や、ゲストスピーカーセッションも精力的に行い、現場の実情を体感する。座学

と議論、そして現場を往還する知的作業を通じて、各自の興味を掘り起こしていく。 

後期はタイの大学等で日本語を学ぶ現地学生との共同調査、日本の援助機関の訪問等によ

り、各自が設定したテーマの調査を軸に行う。そして年度末に成果報告を経て、学問的課題

に応える論文にまとめる。 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B 

実 施 日：2023年 6 月 1日(木) 

実施都市：東京都新宿区 

実施場所：東京都庁第一本庁舎 総務局人権部人権施策推進課 

実施内容：11月に東京都の主催で開催されるダイバーシティ・プレゼンコンテストの打合せ 

成  果：明治、法政、東京都立、東京女子との間で行われるコンテストの概要を共有し、

内容についてのイメージを固めた（ゼミ長：新村綾菜・河村歩瑠の 2名が出席）。 
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対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 6 月 2日(金)  

講 演 者：岩岡 由季子 氏（認定特定非営利活動法人 開発教育協会（DEAR）) 

演  題：私たちの日常と国際協力の関係 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス 7601教室 

実施内容：ファッションから考える環境・人権・貧困 

成  果：ワークショップ形式で、主にファストファッションの製造、販売、流通、消費

に至る過程で現れる国際協力の諸課題について、理解を深めることができた。 

      当日の成果を本学 HPに掲載された学生による報告を以下に記す。 

https://www.chuo-u.ac.jp/gp/collaborate/news/2023/06/66317/ 

    
 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 6 月 30日(金) 

実施都市：東京都新宿区 

実施場所：独立行政法人国際交流基金本部 

実施内容：国際交流基金の事業紹介、および今日的課題についてのディスカッション 

成  果：日本語・日本文化の海外発信を通じた国際協力を担っている独立行政法人国際

交流基金の本部を訪れ、日本語教育事業部の職員の話から、事業の意義や今後

の課題について理解を深めることができた。 

      当日の成果を本学 HPに掲載された学生による報告を以下に記す。 

https://www.chuo-u.ac.jp/gp/collaborate/news/2023/07/66808/ 
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対象演習：A・B 

実 施 日：2023年 7 月 6日(木) 

実施都市：東京都新宿区 

実施場所：東京都庁第一本庁舎 総務局人権部人権施策推進課 

実施内容：東京都主催ダイバーシティ・プレゼンコンテストの第 2回打合せ 

成  果：当日の進行やプレゼンのルール、役割分担などを共有した 

（ゼミ長：新村綾菜・河村歩瑠が参加）。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 7 月 14日(金)  

講 演 者：山川 智子 氏（文教大学文学部外国語学科教授） 

演  題：CEFRにおける複言語主義の検討と、日本社会の受容の在り方について 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス 7601教室 

実施内容：CEFRの意義と目指すものの確認、共有およびディスカッション 

成  果：実用主義とは別の言語教育の意義について理解を深め、またドイツの移民政策

にかかる言語教育の役割の話について学ぶことができた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 8 月 7日(月)～2023年 8月 9日(水) 

実施都市：長野県長野市 

実施場所：JICA長野デスク 

実施内容：青年海外協力隊の活動報告および長野県下での国際協力事業について 

成  果：ウガンダでの農業隊員を経て、現在長野県内で国際交流推進員を担っている木

島史暁氏から、当時の生活や活動時の苦労とやりがいについて話を聞いた。多

くのゼミ生にとっては未知である、日本と環境や言葉が異なる世界で暮らし、

働き、関係を築くことの面白さや難しさを考えるきっかけになった。 

                   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        長野県庁舎での木島史暁 JICA 国際協力推進員によるレクチャー 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 9 月 4日(月)～2023年 9月 9日(土) 

実施都市：バンコク（タイ） 

実施場所：タマサート大学ランシット校言語学部、国際交流基金バンコク日本文化センター 

実施内容：タマサート大学日本語専攻の学生への調査、およびバンコク日本文化センター

訪問 

成  果：タマサート大学日本語学科長スニーラット教授がコーディネートしている日本

語クラスに参加した。各ゼミ生が研究テーマについて聞き取り、またタマサー

トの学生も自分たちの疑問を聞くという双方向の活動を行った。データ収集の

意義はもちろん、現地のみで学んだ日本語能力の高さ、日本文化についての造
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詣の深さに驚き、自身の言語学習を振り返る契機にもなった。 

      また別日にバンコク日本文化センターを訪問、松井優樹日本語事業部長、近藤

麻衣子日本語教育専門家の話から日本語教育を通じた国際協力の意義について

理解を深めることができた。 

   

 

 

タマサート大学日本語クラスでの活動風景 

 
聞き取り調査の中間報告を終えて 

（二列目向かって左がスニーラット教授） 

 

 

      

 

 

 

 

 

 
バンコク日本文化センターで（前列向かって左から二番目が近藤麻衣子専門家・ 

後列向かって一番右が松井優樹事業部長） 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 10月 13日(金)  

講 演 者：広瀬 浩二郎 氏（国立民族学博物館人類基礎理論研究部教授） 

演  題：相互行為としてのコミュニケーション 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス GG603教室 

実施内容：社会モデルからコミュニケーションを考える 

成  果：国立民族学博物館の広瀬浩二郎教授から、「見える／見えない」ということを超

えた障害の社会モデルについての理解を深めることができた。また視覚依存が

別の身体感覚、機能を後退させているということへの気づきも得ることができ、

言語運用を含むコミュニケーションのあり方についての複眼思考の契機となっ

た。 

      当日の成果を本学 HPに掲載された学生による報告を以下に記す。 

https://www.chuo-u.ac.jp/gp/collaborate/news/2023/10/68319/ 
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対象演習：A 

実 施 日：2023年 10月 18日(水)  

実施都市：栃木県小山市 

実施場所：株式会社きぼう国際外語学院 

実施内容：技能実習生向け日本語教育施設へのフィールドワークおよび聞き取り調査 

成  果：同学院の日本語教育主任講師に話を聞き、技能実習生や企業が求めていること、

日本語教育に何ができるかについて包括的に理解することができた。また当日

は技能実習生の声も直接聞くことができ、成果報告、論文執筆の参考になった。 

（鷲巣嘉信による見学調査） 

      当日の成果を本学 HPに掲載された学生による報告を以下に記す。 

https://www.chuo-u.ac.jp/gp/collaborate/news/2023/12/69285/ 
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対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 11月 26日(日)  

実施都市：東京都千代田区 

実施場所：東京国際フォーラム 

実施内容：東京都ダイバーシティ・プレゼンコンテストの参加 

成  果：ゼミ生有志でサブゼミを重ねてきた本選で、堂々と中川ゼミの論点と調査結果で 

得た考察内容を発表することができた。初参加ゆえ審査のポイントがつかめず、

入賞には至らなかったが、コンテスト当日も含めて、学ぶことが多い行事だった。 

     当日の成果を本学 HPに掲載された学生による報告を以下に記す。 

https://globalization.chuo-u.ac.jp/report/student/2023/12/17546/ 
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（２）林 光洋（経済学部・教授） 

ＦＬＰ演習Ａ 

＜テーマ＞ 

発展途上国の格差・貧困問題と経済・社会開発：学際的・現場重視型アプローチ 

 

＜授業の概要＞ 

 発展途上国の実態を把握し、開発の阻害要因あるいは促進要因を理解するためには、学問

間の壁を乗り越えて考える柔軟な姿勢が必要であると同時に、拠って立つ基本的な考え方の

枠組みを身につけることも重要です。また、開発分野は、他の分野以上に現場の感覚を併せ

持つことが求められます。そこで、本演習は、開発経済学（Development Economics）に軸足

を置きつつ、経済学だけでなく、政治学、法学、経営学、社会学、教育学、保健学、理学、

工学、農学等の学問体系を学際的に駆使する開発学（Development Studies）の枠組みも借り

ながら、研究の対象を経済面に限定せず、教育、保健・医療、ジェンダー、環境等の社会・

環境面へも広げ、幅広い分野の開発問題を扱っていきます。本演習は、3年間で下記の分野、

項目を学ぶ一貫教育を目指しています。 

 

(1) 開発経済学：開発経済学の基礎と潮流  

(2) 格差と貧困：格差・貧困の現状・原因・削減策、経済成長・格差・貧困の関係、貧困と

マイクロファイナンス  

(3) 産業開発と海外直接投資：農業開発、工業開発、経済発展と中小企業開発、貿易と海外

直接投資、CSR、BOP ビジネス、ソーシャル・ビジネス、インクルーシブ・ビジネス  

(4) 社会開発：教育開発、保健・衛生・医療開発、人口問題、ジェンダー問題 

(5) 環境と開発：環境・資源・エネルギーと開発  

(6) アジア経済発展の経験：日本の経験、アジア発展途上国の経験、アジアの経験とアフリカ  

(7) 国際協力：ODA、国際開発機関、NGOs、民間企業の国際協力、MDGs/SDGs、フェアトレード 

 

＜活動内容＞ 

2023年度は、新型コロナウイルス感染症の影響がほぼ消えた 1 年間になりました。コロナ

前とほぼ同じ状態で、授業やそれ以外の活動に臨むことができました。 

2023年度は、開発経済学（2冊）、社会開発、フェアトレードの分野のテキストを合計 4冊

使用して学習しました。過去 2 年にならい、2 年次のグループ論文の準備を、それまでより

も前倒しにして前期末から始め、夏休みには研究の枠組み作りに本格的に取り組みました。

4 つの班に分かれて、「インドネシアにおけるごみ銀行の役割 ―住民の意識変化に焦点を当

てて―」、「サブサハラ・アフリカ地域の住民参加型学校運営における学校運営委員会の影響」、

「BOPビジネスにおける小売モデルと D2Dモデルの役割 ―インド農村部での衛生商品販売を

事例にして―」、「児童労働フリーゾーン制度が機能するための条件 ―インド、ガーナ、ウガ

ンダの比較から―」という 4 編のグループ論文を執筆しました。対面およびオンラインで準

備を重ね、12月開催の FLP 国際協力プログラム期末成果報告会では、2年生論文の骨格にあ

たる部分を報告することができました。その論文も最終的には 2 月に完成し、刊行すること

ができました。 

さらに、下記の通り、4年生（演習 C）の訪問授業を手伝ったり、ユニセフ・プロジェクト

に参加したりしました。前述の通り、コロナ関連の制約もなくなり、過去 3 年間、まったく

実施できなかった生協のフェアトレード・フェアを実施することができました。また、図書

館（国際機関資料室）と「FACT×国際機関資料室 フェアトレード展（国連 SDGs企画展）」と

いう共同企画も初めて開催しました。その他、3年生（演習 B）や 4年生（演習 C）が中心に

なって企画・準備し、実施した特別授業、セミナー、講演会等にも積極的に参加しました。 

活動内容の一部については、最下段に記載した URLもご参照ください。 
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＜訪問授業/模擬授業＞ 

・ 訪問授業/模擬授業（自主的に実施） 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023 年 7月～11月（下記「訪問先リスト」を参照） 

実 施 場 所 ：高校 5校および中学校 1校（下記「訪問先リスト」を参照） 

実施内容/成果：4 年生（演習 C）が前年度に実施した研究プロジェクト（フィリピン）

の結果を主な材料として使用しながら、途上国の開発や国際協力とい

うテーマで高校生と中学生に対して参加型の授業/ワークショップを

実施しました。本年度は附属 4校とそれ以外 2校の合計 6校に対して、

それらの高校生/中学生に対して、途上国の開発、国際協力の啓蒙・啓

発を進め、関連する情報を提供することができました。同時に、ゼミ

学生は、自身の知識を整理したり、情報の伝えかたを学習したりする

ことができました。主に、4 年生（演習 C）が中心になって訪問授業/

模擬授業プロジェクトを準備・実行しましたが、2 年生（演習 A）も 4

年生に同行し、授業実施のポイントや難しさを知り、2025年度に備え

ることができました。 

 
 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

1）途上国のコロナワクチン格差について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 5月 9日(火) 

講  演  者 ：若林 真美 氏（国立国際医療研究センター国際医療協力局グローバルヘ

ルス政策研究センター） 

演   題 ：途上国における COVID-19ワクチン格差 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

実施内容/成果：コロナ禍における途上国を意識したワクチンの国際的な供給・分配の枠組

みについて説明をしてもらいました。途上国にコロナワクチンを公平に分

配できなかった状況、その原因として輸送・保管のインフラ未整備、基本

的な保健医療サービスの脆弱性、ワクチン忌避などについて学習すること

ができました。 

 

2）アフリカの農村開発プロジェクトについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 6月 20日(火) 

訪問先 日時 対象学年 参加生徒数 授業方法

7月1日（土）

120分

7月8日（土）

90分

10月11日（水）

50分

10月25日（水）

50分

10月26日（木）

110分

11月16日（木）

50分

中央大学
杉並高校

高校2年生 42人 対面

中央大学高校 高校1年生 160人 対面

中央大学附属
横浜中学校

中学2年生 171人 対面

中央大学
附属高校

高校2年生 40人 対面

訪問先リスト

浦和学院高校 高校1－3年生 33人 対面
（中央大学で実施）

東京純心女子高校 高校1－3年生 8人 対面

47



講  演  者 ：石川 渚 氏、永石 諒 氏（株式会社 JIN） 

演   題 ：国際協力の現場から ―北部ウガンダ生計向上プロジェクト― 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

実施内容/成果：首都カンパラのある南部に比べて、ウガンダ北部は 20 年以上続いた内戦

のため、農業の知識、技術、経験の蓄積が少なく、貧困者の割合が多いこ

と、その改善のために北部ウガンダ生計向上プロジェクトが実施されてい

るということを説明してもらいました。主に自家消費を目的としていた北

部の農業を市場志向型農業に変えて現金収入を増やし、貧困の解消を目指

すプロジェクトの内容、その成果、実施過程における課題、課題解決のた

めの工夫などについて学習することができました。 

 

3）民間企業のフェアトレードについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 10月 10日(火) 

講  演  者 ：小林 正忠 氏（楽天グループ株式会社） 

演   題 ：楽天グループのフェアトレードへの取り組み 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：楽天が 2018年に開設した「EARTH MALL with RAKUTEN」のサイトで行なっ

ている SDGs、エコフレンドリー、地域活性化、持続可能な消費を意識し

たフェアトレードについて説明をしてもらいました。フェアトレード推進

機関や NGOsではなく、民間企業である楽天が、何を目指して、どのよう

な組織体制で、フェアトレードに取り組んでいるのかについて具体的に学

習することができました。 

 

4）サブサハラ・アフリカの開発について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 14日(火) 

講  演  者 ：戸川 正人 氏、中村 俊之 氏、乾 英二 氏（JICA） 

演   題 ：アフリカの開発の現状と課題 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7101教室および 7508教室 

実施内容/成果：サブサハラ・アフリカ諸国の特徴や暮らしぶり、経済・社会の現状、日本

政府・ JICA の対アフリカ援助戦略、 TICAD（ Tokyo International 

Conference on African Development）のこれまでの流れと今後の方針等

について説明をしてもらいました。貧困や紛争だけではなく、統計データ

や写真などから、アフリカの経済発展の潜在能力の高さや将来性について

も学習することができました。 

 

5）ユニセフとの共同講演会を通じて途上国における児童労働について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 21日(火) 

講  演  者 ：村山 晴香 氏（日本ユニセフ協会）、林ゼミ 4年生 

演   題 ：途上国の児童労働とウェイストピッカー 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：日本ユニセフ協会と連携して、途上国の児童労働をテーマにした講演会を

開催した。途上国の児童労働の削減・撲滅に関連した活動をユニセフはど

のように行なっているのかについて、村山晴香氏から説明をしてもらいま

した。一方、林ゼミ 4年生（演習 C）が、2022年度に実施したフィリピン

のウェイストピッカーの現状や改善策に関する研究結果について報告し

ました。募金についても多摩センター駅前広場と立川駅前で行ないました。
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並行して、本年度もユニセフのオンライン募金システム（フレンドネーシ

ョン）を活用しました。その結果、約 30 万円を集めることができ、これ

を途上国の子どもたちの教育支援のための活動に寄付することができま

した。 

 

6）青年海外協力隊（JICA海外協力隊）の活動について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 5日(火) 

講  演  者 ：伊藤 学 氏（ブルードットグリーン株式会社）、小平 直人 氏（社団法

人青年海外協力協会） 

演   題 ：JICA ボランティアセミナー 2023 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス GG701教室 

実施内容/成果：教育分野（教育委員会に派遣）で青年海外協力隊（JICA 海外協力隊）の隊

員としてガーナに滞在した林ゼミ OBの伊藤氏の活動内容や経験、青年海

外協力隊（JICA 海外協力隊）になるために求められていること等につい

て学習することができました。 

 

7）企業の SDGsを後押しする取り組みについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 9日(土) 

講  演  者 ：坂本 雛梨 氏（株式会社オルタナ） 

演   題 ：ビジネスの軸を 23.4°傾ける仕事 ―SDGsと企業の同行― 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 3551教室 

実施内容/成果：期末成果報告会の特別講演会で、企業の SDGs を後押しする仕事を行なっ

ているオルタナの坂本氏（林ゼミ OG）から、同社の取り組みの内容や日

本企業がどこまで SDGsを意識しているのかについて説明してもらいまし

た。同社が WEB/紙媒体の定期雑誌を発刊したり、SDGs 格付けセレクショ

ンをしたりしていること、日本企業は SDGsの進捗が一般的に遅れている

こと、中には「SDGsウォッシュ」と呼ばれる見せかけの SDGsの取り組み

をしている企業もあること等について学習することができました。 

 

＜参考 URL＞ 
1）訪問授業/模擬授業 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-19-1652 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/07/67050/ 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/10/68498/ 

2）特別授業（途上国のコロナワクチン格差） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/05/65994/ 

3）特別授業（アフリカの農村開発プロジェクト） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/06/66774/ 

4）特別授業（民間企業のフェアトレード） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/11/68594/ 

5）特別授業（サブサハラ・アフリカの開発） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69136/ 

6）JICAボランティアセミナー（青年海外協力隊の活動） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69339/ 

https://globalization.chuo-u.ac.jp/report/action/2023/12/17493/ 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-30-1650 

7）特別授業（企業の SDGs を後押しする取り組み） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2024/01/69732/ 
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ＦＬＰ演習Ｂ 

＜テーマ＞ 

発展途上国の格差・貧困問題と経済・社会開発：学際的・現場重視型アプローチ 

 

＜授業の概要＞ 

 発展途上国の実態を把握し、開発の阻害要因あるいは促進要因を理解するためには、学問

間の壁を乗り越えて考える柔軟な姿勢が必要であると同時に、拠って立つ基本的な考え方の

枠組みを身につけることも重要です。また、開発分野は、他の分野以上に現場の感覚を併せ

持つことが求められます。そこで、本演習は、開発経済学（Development Economics）に軸足

を置きつつ、経済学だけでなく、政治学、法学、経営学、社会学、教育学、保健学、理学、

工学、農学等の学問体系を学際的に駆使する開発学（Development Studies）の枠組みも借り

ながら、研究の対象を経済面に限定せず、教育、保健・医療、ジェンダー、環境等の社会・

環境面へも広げ、幅広い分野の開発問題を扱っていきます。本演習は、3年間で下記の分野、

項目を学ぶ一貫教育を目指しています。 

 

(1) 開発経済学：開発経済学の基礎と潮流 

(2) 格差と貧困：格差・貧困の現状・原因・削減策、経済成長・格差・貧困の関係、貧困と

マイクロファイナンス 

(3) 産業開発と海外直接投資：農業開発、工業開発、経済発展と中小企業開発、貿易と海外

直接投資、CSR、BOP ビジネス、ソーシャル・ビジネス、インクルーシブ・ビジネス 

(4) 社会開発：教育開発、保健・衛生・医療開発、人口問題、ジェンダー問題 

(5) 環境と開発：環境・資源・エネルギーと開発 

(6) アジア経済発展の経験：日本の経験、アジア発展途上国の経験、アジアの経験とアフリカ 

(7) 国際協力：ODA、国際開発機関、NGOs、民間企業の国際協力、MDGs/SDGs、フェアトレード 

 

＜活動内容＞ 

2023年度は、新型コロナウイルス感染症の影響がほぼ消えた 1年間になりました。コロナ

前とほぼ同じ状態で、授業やそれ以外の活動に臨むことができました。 

前期も後期も、3コマ連続する本ゼミ（メインのゼミ）とサブゼミの授業を行ないました。

日本語のテキストとして『フィリピン―急成長する若き「大国」―』（井出穣治、2017 年）、

『なぜ貧しい国はなくならないのか―正しい開発戦略を考える―（第 2 版）』（大塚啓二郎、

2020年）、『ドゥテルテ 強権大統領はいかに国を変えたか』（石山永一郎、2022年）を、英語

のテキストとして Overcoming Barriers to Women's Economic Empowerment in the 
Philippines（World Bank、2021年）、Undernutrition in the Philippines: Scale, Scope, 
and Opportunities for Nutrition Policy and Programming（Mbuya, Demombynes, Piza, 

and Adona、2021年）を輪読し、知識を獲得するとともに、英語文献・資料の使用に慣れるよ

うに努めました。 

林ゼミの中心的イベントであり、ほぼすべてのプロセス・作業を学生が行なう 3 年次 1年

間を使った研究プロジェクトも実施しました。2023年 2月、キックオフの合宿を行なうこと

はかなわず、その代わりに大学のキャンパス内で 3 日間の集中討議を行ない、そこで研究対

象国をフィリピンに、テーマを防災（コミュニティ防災）、農業・農村開発（アグロフォレス

トリー）、食料不安改善（フードバンク）に決めて、研究プロジェクトをスタートさせました。 

奨学金を獲得することができ、研究計画書の作成やその他の準備もほぼスケジュール通り

に進めることができました。オンラインを通じてフィリピン側にインタビュー調査や質問票

調査を実施したり、日本国内の関係する組織・団体を訪ねたりしたうえで、コロナ前と同様、

夏休み期間を利用して、2023 年 8 月 26 日から 9 月 9 日までの 14 泊 15 日、フィリピンで 3

つの班に分かれて現地調査を行ないました。 

現地調査終了後、経済学部のプレゼンテーション大会では、3つの班が出場し、2つの班が

優勝しました。FLP の期末成果報告会でも、現地調査の結果を含む質の高い研究成果を発表
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しました。最終的に、英語版および日本語版の論文（合計約 550 ページ）を刊行することが

できました、学部 3年生の論文としては、質の高いものに仕上がりました。 

活動内容の一部については、最下段に記載した URLもご参照ください。 

 

＜訪問授業/模擬授業＞ 

・訪問授業/模擬授業（自主的に実施） 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023 年 7月から 11月（下記「訪問先リスト」を参照） 

実 施 場 所 ：高校 5校および中学校 1校（下記「訪問先リスト」を参照） 

実施内容/成果：4年生（演習 C）が前年度に実施した研究プロジェクト（フィリピン）の

結果を主な材料として使用しながら、途上国の開発や国際協力というテ

ーマで高校生と中学生に対して参加型の授業/ワークショップを実施し

ました。本年度は附属 4校とそれ以外 2校の合計 6校に対して、それら

の高校生/中学生に対して、途上国の開発、国際協力の啓蒙・啓発を進め、

関連する情報を提供することができました。同時に、ゼミ学生は、自身

の知識を整理したり、情報の伝えかたを学習したりすることができまし

た。主に、4 年生（演習 C）が中心になって訪問授業/模擬授業プロジェ

クトを準備・実行しましたが、3年生（演習 B）も 4年生に同行し、授業

実施のポイントや難しさを知り、2024 年度に備えることができました。 

 

 
 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

1）途上国のコロナワクチン格差について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 5月 9日(火) 

講  演  者 ：若林 真美 氏（国立国際医療研究センター国際医療協力局グローバルヘ

ルス政策研究センター） 

演   題 ：途上国における COVID-19ワクチン格差 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

実施内容/成果：コロナ禍における途上国を意識したワクチンの国際的な供給・分配の枠組

みについて説明をしてもらいました。途上国にコロナワクチンを公平に分

配できなかった状況、その原因として輸送・保管のインフラ未整備、基本

的な保健医療サービスの脆弱性、ワクチン忌避などについて学習すること

訪問先 日時 対象学年 参加生徒数 授業方法

7月1日（土）

120分

7月8日（土）

90分

10月11日（水）

50分

10月25日（水）

50分

10月26日（木）

110分

11月16日（木）

50分

中央大学
杉並高校

高校2年生 42人 対面

中央大学高校 高校1年生 160人 対面

中央大学附属
横浜中学校

中学2年生 171人 対面

中央大学
附属高校

高校2年生 40人 対面

訪問先リスト

浦和学院高校 高校1－3年生 33人 対面
（中央大学で実施）

東京純心女子高校 高校1－3年生 8人 対面
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ができました。 

 

2）アフリカの農村開発プロジェクトについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 6月 20日(火) 

講  演  者 ：石川 渚 氏、永石 諒 氏（株式会社 JIN） 

演   題 ：国際協力の現場から ―北部ウガンダ生計向上プロジェクト― 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

実施内容/成果：首都カンパラのある南部に比べて、ウガンダ北部は 20 年以上続いた内戦

のため、農業の知識、技術、経験の蓄積が少なく、貧困者の割合が多いこ

と、その改善のために北部ウガンダ生計向上プロジェクトが実施されてい

るということを説明してもらいました。主に自家消費を目的としていた北

部の農業を市場志向型農業に変えて現金収入を増やし、貧困の解消を目指

すプロジェクトの内容、その成果、実施過程における課題、課題解決のた

めの工夫などについて学習することができました。 

 

3）研究計画/研究内容の伝え方について学ぶ 

対 象 演 習 ：B 

実 施 期 間 ：2023年 8月 1日(火) 

講  演  者 ：前川 司 氏（元アジア開発銀行） 

演   題 ：海外での効果的なプレゼンテーションについて 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7508教室 

実施内容/成果：研究計画や研究内容をフィリピンを含む海外で英語を使って発表・報告す

る場合、日本で日本語を使う場合に比べて、どのような点に注意したらい

いのか、どのようなテクニックが求められるのか、具体的に説明をしても

らいました。学生たちが研究計画書を発表し、その内容に加えて、プレゼ

ンテーションの仕方について指導してもらいました。PPTの 1ページに記

載する情報量の制限、アイコンタクトやジェスチャーの重要性などについ

て学習することができました。 

 

4）ビジネスから見たアグロフォレストリーについて学ぶ 

対 象 演 習 ： B 

実 施 期 間 ：2023年 8月 18日(金) 

実 施 都 市 ：東京都千代田区 

実 施 場 所 ：株式会社 FRUTA FRUTA 

実施内容/成果：アグロフォレストリーの製品を取り扱う企業としての視点から、アグロフ

ォレストリーの現状や今後について、実際に取り引きしているブラジルの

コミュニティについて、さらに成功事例としてトメアス総合農業協同組合

（CAMTA）について説明をしてもらいました。成功すれば、アグロフォレ

ストリーは環境も生活も守ることのできる魅力的なものだと再確認する

ことができました。同時に、アグロフォレストリーの作物市場の拡大や農

民のアグロフォレストリーの継続性に課題があることを学習しました。 

 

5）日本のフードバンクの役割および機能について学ぶ 

対 象 演 習 ： B 

実 施 期 間 ：2023年 8月 21日(月) 

実 施 都 市 ：愛知県名古屋市 

実 施 場 所 ：特定非営利活動法人セカンドハーベスト名古屋 

実施内容/成果：日本の中でも活動規模の大きいセカンドハーベスト名古屋を訪ね、フード
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バンクの仕組みについて調査を実施しました。セカンドハーベスト名古屋

が行なっているフードバンク活動における情報共有と在庫管理の実情、同

団体のステークホルダーである寄贈企業、受益団体とのつながり等につい

て説明をしてもらいました。寄贈企業から寄贈された食料を品目別、賞味

/消費期限別に視覚的にもわかりやすく仕分け（食料の仕分け作業）を行

なっていたこと、すべての品目の食料を求められる温度、環境下で保管（保

管機能）していたことを学びました。受益団体からもセカンドハーベスト

名古屋との情報共有が円滑に行なわれていることを聞くことができまし

た。 

 

6）国内外のコミュニティ防災について学ぶ 

対 象 演 習 ： B 

実 施 期 間 ：2023 年 8月 22日(火) 

実 施 都 市 ：東京都港区 

実 施 場 所 ：日本赤十字社本社 

実施内容/成果：日本・海外におけるコミュニティ防災や外部組織と住民組織の連携、住民

のオーナーシップの現状・課題、日本と海外の違い等を明らかにするため

に日本赤十字社本社を訪問しました。日本赤十字社がサポートしている代

表的な海外事業の 1 つ、インドネシアでのコミュニティ防災支援事業に

ついて詳細な説明をしてもらいました。防災のトレーニングを行なう中で、

コミュニティのオーナーシップが醸成されることを学びました。また、防

災の訓練を行なう人々のモチベーションを高めることができるよう、若者

にインセンティブを与えるといった工夫が重要であることも学ぶことが

できました。国内の主要な事業の 1つである「赤十字防災セミナー」につ

いても説明してもらいました。阪神・淡路大震災で倒壊家屋から救助され

た人々のうち、消防、警察、自衛隊から救助された人は約 1.7%で、自力で

避難した人（自助）、近隣の人に助けてもらった人（共助）が大半を占め

ていたということを教えてもらいました。全国の町内会や自治会で「赤十

字防災セミナー」を開催し、近隣住民の人付き合いのきっかけ作りに努め

ていることを学びました。公助には限界があり、日本でも共助が重要であ

ることを理解することができました。 

 

7）フィリピンの社会的課題の解決について学ぶ 

対 象 演 習 ：B 

実 施 期 間 ：2023 年 8月 26日(土)～2023年 9月 9日(土) 

実 施 都 市 ：マニラおよびその周辺地域（フィリピン ） 

実 施 場 所 ：JICA フィリピン事務所・他 

実施内容/成果：フィリピンにおいて、3つの個別テーマ、a）「フィリピンにおけるコミュ

ニティ防災 －住民組織の観点から－」、b）「フィリピンのアグロフォレス

トリーの発展における地域コミュニティ組織/グループの役割 －販路の確

保、技術情報の取得・普及、投入材・共有設備の提供、組織内ガバナンス

に焦点を当てて－」、c）「食料不安改善のためのフードバンクにおける情

報共有と在庫管理 －フィリピンと日本の事例分析」、それぞれをステーク

ホルダー間の連携とコミュニティの役割という視点から調査し、フィリピ

ンの社会的課題の現状とその解決に必要なことについて学習することが

できました。 

 

8）ソーシャル・ビジネスによる貧困削減について学ぶ 

対 象 演 習 ：B 
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実 施 期 間 ：2023 年 8月 27日(日)  

講  演  者 ：Mr.BJ Gotanci（First Ventures Corporation） 

演   題 ：フィリピンにおけるソーシャル・ビジネスの役割と限界 

実 施 都 市 ：マニラ（フィリピン） 

実 施 場 所 ：First Ventures Corporation 本社 

実施内容/成果：貧困削減を目的としたソーシャル・ビジネスを行なっている First 

Ventures Corporation を訪ね、事業開始の経緯、事業内容、成果につい

て講演してもらいました。低所得家庭でも購入可能な子供たち向けスクー

ル文房具を販売する事業を行ない、一定程度役に立っている一方、最貧困

層の家庭にまでは販売できていないという、ソーシャル・ビジネスの限界

についても学習することができました。 

 

9）COVID-19パンデミックのフィリピン社会・経済への影響について学ぶ 

対 象 演 習 ：B 

実 施 期 間 ：2023 年 8月 29日(火)  

講  演  者 ：Prof.Carlene PC Pilar-Arceo（University of the Philippines Diliman) 

演   題 ：フィリピンにおけるソーシャル・ビジネスの役割と限界 

実 施 都 市 ：マニラ（フィリピン） 

実 施 場 所 ：フィリピン大学ディリマン校 

実施内容/成果：COVID-19 パンデミックはフィリピンの社会・経済にどのような影響を与

えたのかについて講演してもらいました。他の途上国と同様、フィリピン

においても COVID-19 は、富裕層に比べて貧困層により深刻な負の影響を

及ぼしたことを知ることができました。これは、フィリピン政府のセーフ

ティネットの未整備や不適切な対応（汚職）によるところが大きいことも

学ぶことができました。 

 

10）国内のコミュニティ防災について学ぶ 

対 象 演 習 ：B 

実 施 期 間 ：2023 年 10月 3日(火) 

実 施 都 市 ：東京都新宿区 

実 施 場 所 ：日本赤十字社東京都支部 

実施内容/成果：日本赤十字社東京都支部を訪ね、日本国内におけるコミュニティ防災の実

際の支援事業を調査しました。東京都支部は、「日本赤十字社復興支援事

業基本方針」にもとづいて、被災地のニーズに対応した支援、一般市民を

対象とした防災セミナーや子どもたちを対象とした防災教育プログラム

等の防災教育事業を実施していることを学びました。また、「赤十字防災

セミナー」を地域や学校で主催していることも知ることができました。イ

ンタビューの中で、東京都は近隣住民との関係が希薄であることから、日

本の中でも特にコミュニティでの防災活動が行なわれていないこと、それ

を克服するためには住民個人が積極性をもって自助の強化を進めること

が重要であることを学ぶことができました。 

 

11）民間企業のフェアトレードについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 10月 10日(火) 

講  演  者 ：小林 正忠 氏（楽天グループ株式会社） 

演   題 ：楽天グループのフェアトレードへの取り組み 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：楽天が 2018年に開設した「EARTH MALL with RAKUTEN」のサイトで行なっ
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ている SDGs、エコフレンドリー、地域活性化、持続可能な消費を意識し

たフェアトレードについて説明をしてもらいました。フェアトレード推進

機関や NGOsではなく、民間企業である楽天が、何を目指して、どのよう

な組織体制で、フェアトレードに取り組んでいるのかについて具体的に学

習することができました。 

 

12）サブサハラ・アフリカの開発について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 14日(火) 

講  演  者 ：戸川 正人 氏、中村 俊之 氏、乾 英二 氏（独立行政法人国際協力機

構(JICA)） 

演   題 ：アフリカの開発の現状と課題 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7101教室および 7508教室 

実施内容/成果：サブサハラ・アフリカ諸国の特徴や暮らしぶり、経済・社会の現状、日本

政府・ JICA の対アフリカ援助戦略、 TICAD（ Tokyo International 

Conference on African Development）のこれまでの流れと今後の方針等

について説明をしてもらいました。貧困や紛争だけではなく、統計データ

や写真などから、アフリカの経済発展の潜在能力の高さや将来性について

も学習することができました。 

 

13）ユニセフとの共同講演会を通じて途上国における児童労働について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 21日（火） 

講  演  者 ：村山 晴香 氏（日本ユニセフ協会）、林ゼミ 4年生 

演   題 ：途上国の児童労働とウェイストピッカー 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：日本ユニセフ協会と連携して、途上国の児童労働をテーマにした講演会を

開催した。途上国の児童労働の削減・撲滅に関連した活動をユニセフはど

のように行なっているのかについて、村山晴香氏から説明をしてもらいま

した。一方、林ゼミ 4年生（演習 C）が、2022年度に実施したフィリピン

のウェイストピッカーの現状や改善策に関する研究結果について報告し

ました。募金についても多摩センター駅前広場と立川駅前で行ないました。

並行して、本年度もユニセフのオンライン募金システム（フレンドネーシ

ョン）を活用しました。その結果、約 30 万円を集めることができ、これ

を途上国の子どもたちの教育支援のための活動に寄付することができま

した。 

 

14）青年海外協力隊（JICA海外協力隊）の活動について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 5日(火) 

講  演  者 ：伊藤 学 氏（ブルードットグリーン株式会社）、小平 直人 氏（社団法

人青年海外協力協会） 

演   題 ：JICA ボランティアセミナー 2023 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス GG701教室 

実施内容/成果：教育分野（教育委員会に派遣）で青年海外協力隊（JICA 海外協力隊）の隊

員としてガーナに滞在した林ゼミ OBの伊藤氏の活動内容や経験、青年海

外協力隊（JICA 海外協力隊）になるために求められていること等につい

て学習することができました。 
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15）企業の SDGsを後押しする取り組みについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 9日(土) 

講  演  者 ：坂本 雛梨 氏（株式会社オルタナ） 

演   題 ：ビジネスの軸を 23.4°傾ける仕事 ―SDGsと企業の同行― 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 3551教室 

実施内容/成果：期末成果報告会の特別講演会で、企業の SDGs を後押しする仕事を行なっ

ているオルタナの坂本氏（林ゼミ OG）から、同社の取り組みの内容や日

本企業がどこまで SDGsを意識しているのかについて説明してもらいまし

た。同社が WEB/紙媒体の定期雑誌を発刊したり、SDGs 格付けセレクショ

ンをしたりしていること、日本企業は SDGsの進捗が一般的に遅れている

こと、中には「SDGsウォッシュ」と呼ばれる見せかけの SDGsの取り組み

をしている企業もあること等について学習することができました。 

 

＜参考 URL＞ 

1）訪問授業/模擬授業 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-19-1652 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/07/67050/ 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/10/68498/ 

2）特別授業（途上国のコロナワクチン格差） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/05/65994/ 

3）特別授業（アフリカの農村開発プロジェクト） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/06/66774/ 

4）特別授業（民間企業のフェアトレード） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/11/68594/ 

5）特別授業（サブサハラ・アフリカの開発） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69136/ 

6）JICAボランティアセミナー（青年海外協力隊の活動） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69339/ 

https://globalization.chuo-u.ac.jp/report/action/2023/12/17493/ 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-30-1650 

7）特別授業（企業の SDGsを後押しする取り組み） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2024/01/69732/ 
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ＦＬＰ演習Ｃ 

＜テーマ＞ 

発展途上国の格差・貧困問題と経済・社会開発：学際的・現場重視型アプローチ 

 

＜授業の概要＞ 

 発展途上国の実態を把握し、開発の阻害要因あるいは促進要因を理解するためには、学問

間の壁を乗り越えて考える柔軟な姿勢が必要であると同時に、拠って立つ基本的な考え方の

枠組みを身につけることも重要です。また、開発分野は、他の分野以上に現場の感覚を併せ

持つことが求められます。そこで、本演習は、開発経済学（Development Economics）に軸足

を置きつつ、経済学だけでなく、政治学、法学、経営学、社会学、教育学、保健学、理学、

工学、農学等の学問体系を学際的に駆使する開発学（Development Studies）の枠組みも借り

ながら、研究の対象を経済面に限定せず、教育、保健・医療、ジェンダー、環境等の社会・

環境面へも広げ、幅広い分野の開発問題を扱っていきます。本演習は、3年間で下記の分野、

項目を学ぶ一貫教育を目指しています。 

 

(1) 開発経済学：開発経済学の基礎と潮流 

(2) 格差と貧困：格差・貧困の現状・原因・削減策、経済成長・格差・貧困の関係、貧困と

マイクロファイナンス 

(3) 産業開発と海外直接投資：農業開発、工業開発、経済発展と中小企業開発、貿易と海外

直接投資、CSR、BOP ビジネス、ソーシャル・ビジネス、インクルーシブ・ビジネス 

(4) 社会開発：教育開発、保健・衛生・医療開発、人口問題、ジェンダー問題 

(5) 環境と開発：環境・資源・エネルギーと開発 

(6) アジア経済発展の経験：日本の経験、アジア発展途上国の経験、アジアの経験とアフリカ 

(7) 国際協力：ODA、国際開発機関、NGOs、民間企業の国際協力、MDGs/SDGs、フェアトレード 

 

＜活動内容＞ 

2023年度は、新型コロナウイルス感染症の影響がほぼ消えた 1年間になりました。コロナ

前とほぼ同じ状態で、授業やそれ以外の活動に臨むことができました。 

前期も後期も、連続コマの本ゼミ（メインのゼミ）とサブゼミの授業を行ないました。4年

生（演習 C）のメイン・タスクである卒業論文については、しっかりとした研究計画書の作

成と幾度にもわたる論文の中間報告に時間を割きました。最終的に、メンバー全員が卒業（修

了）論文を書きあげることができました。 

卒業論文の執筆に加えて、先輩たちから受け継がれ、伝統になっている高校・中学校向け

の訪問授業プロジェクトとユニセフとのジョイント・プロジェクトを、コロナ前と同じよう

に実施することができました。また、その流れの中で、中大杉並高校から依頼があり、本年

度、同校の探究授業の時間に実施したグローバル・プロジェクトのために、2023年 4月から

11月にかけて 3回、ゼミ学生たちが高校生に対して授業をしたり、最終の成果発表の際に講

評したりしました。 

下記の通り、2023 年 6 月から 11 月に、高校 5 校、中学校 1 校を対象にして、対面による

訪問授業/模擬授業を自主的に実施し、ゼミ学生がこれまで学んだり、経験したりした途上国

の開発、国際協力関連のことをより若い世代に伝えるとともに、学生自身の知識の整理を行

ないました。また、日本ユニセフ協会と連携して、10月から 1月にかけて、共同講演会およ

び募金活動を実施しました。 

前年度までの活動で得た知識・経験や本年度の活動の結果を、訪問授業、ユニセフとの共

同講演会、FLP国際協力プログラム期末成果報告会等の中で発表しました。 

活動内容の一部については、最下段に記載した URLもご参照ください。 
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＜訪問授業/模擬授業＞ 

・訪問授業/模擬授業（自主的に実施） 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023 年 7月から 11月（下記「訪問先リスト」を参照） 

実 施 場 所 ：高校 5校および中学校 1校（下記「訪問先リスト」を参照） 

実施内容/成果：4年生（演習 C）が前年度に実施した研究プロジェクト（フィリピン）の

結果を主な材料として使用しながら、途上国の開発や国際協力というテ

ーマで高校生と中学生に対して参加型の授業/ワークショップを実施し

ました。本年度は附属 4 校とそれ以外 2 校の合計 6 校に対して、それら

の高校生/中学生に対して、途上国の開発、国際協力の啓蒙・啓発を進め、

関連する情報を提供することができました。同時に、ゼミ学生は、自身の

知識を整理したり、情報の伝えかたを学習したりすることができました。 

 

 
 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

1）途上国のコロナワクチン格差について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 5月 9日(火) 

講  演  者 ：若林 真美 氏（国立国際医療研究センター国際医療協力局グローバルヘ

ルス政策研究センター） 

演   題 ：途上国における COVID-19ワクチン格差 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

実施内容/成果：コロナ禍における途上国を意識したワクチンの国際的な供給・分配の枠組

みについて説明をしてもらいました。途上国にコロナワクチンを公平に分

配できなかった状況、その原因として輸送・保管のインフラ未整備、基本

的な保健医療サービスの脆弱性、ワクチン忌避などについて学習すること

ができました。 

 

2）アフリカの農村開発プロジェクトについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 6月 20日(火) 

講  演  者 ：石川 渚 氏、永石 諒 氏（株式会社 JIN） 

演   題 ：国際協力の現場から ―北部ウガンダ生計向上プロジェクト― 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7202教室および 7508教室 

訪問先 日時 対象学年 参加生徒数 授業方法

7月1日（土）

120分

7月8日（土）

90分

10月11日（水）

50分

10月25日（水）

50分

10月26日（木）

110分

11月16日（木）

50分

中央大学
杉並高校

高校2年生 42人 対面

中央大学高校 高校1年生 160人 対面

中央大学附属
横浜中学校

中学2年生 171人 対面

中央大学
附属高校

高校2年生 40人 対面

訪問先リスト

浦和学院高校 高校1－3年生 33人 対面
（中央大学で実施）

東京純心女子高校 高校1－3年生 8人 対面
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実施内容/成果：首都カンパラのある南部に比べて、ウガンダ北部は 20 年以上続いた内戦

のため、農業の知識、技術、経験の蓄積が少なく、貧困者の割合が多いこ

と、その改善のために北部ウガンダ生計向上プロジェクトが実施されてい

るということを説明してもらいました。主に自家消費を目的としていた北

部の農業を市場志向型農業に変えて現金収入を増やし、貧困の解消を目指

すプロジェクトの内容、その成果、実施過程における課題、課題解決のた

めの工夫などについて学習することができました。 

 

3）民間企業のフェアトレードについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 10月 10日(火) 

講  演  者 ：小林 正忠 氏（楽天グループ株式会社） 

演   題 ：楽天グループのフェアトレードへの取り組み 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：楽天が 2018年に開設した「EARTH MALL with RAKUTEN」のサイトで行なっ

ている SDGs、エコフレンドリー、地域活性化、持続可能な消費を意識し

たフェアトレードについて説明をしてもらいました。フェアトレード推進

機関や NGOsではなく、民間企業である楽天が、何を目指して、どのよう

な組織体制で、フェアトレードに取り組んでいるのかについて具体的に学

習することができました。 

 

4）サブサハラ・アフリカの開発について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 14日(火) 

講  演  者 ：戸川 正人 氏、中村 俊之 氏、乾 英二 氏（独立行政法人国際協力機

構（JICA）） 

演   題 ：アフリカの開発の現状と課題 

実 施 場 所 ：中央大学 多摩キャンパス 7101教室および 7508教室 

実施内容/成果：サブサハラ・アフリカ諸国の特徴や暮らしぶり、経済・社会の現状、日本

政府・ JICA の対アフリカ援助戦略、 TICAD（ Tokyo International 

Conference on African Development）のこれまでの流れと今後の方針等

について説明をしてもらいました。貧困や紛争だけではなく、統計データ

や写真などから、アフリカの経済発展の潜在能力の高さや将来性について

も学習することができました。 

 

5）ユニセフとの共同講演会を通じて途上国における児童労働について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 11月 21日(火) 

講  演  者 ：村山 晴香 氏（日本ユニセフ協会）、林ゼミ 4年生 

演   題 ：途上国の児童労働とウェイストピッカー 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 7101教室 

実施内容/成果：日本ユニセフ協会と連携して、途上国の児童労働をテーマにした講演会を

開催した。途上国の児童労働の削減・撲滅に関連した活動をユニセフはど

のように行なっているのかについて、村山晴香氏から説明をしてもらいま

した。一方、林ゼミ 4年生（演習 C）が、2022年度に実施したフィリピン

のウェイストピッカーの現状や改善策に関する研究結果について報告し

ました。募金についても多摩センター駅前広場と立川駅前で行ないました。

並行して、本年度もユニセフのオンライン募金システム（フレンドネーシ

ョン）を活用しました。その結果、約 30 万円を集めることができ、これ
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を途上国の子どもたちの教育支援のための活動に寄付することができま

した。 

 

6）青年海外協力隊（JICA海外協力隊）の活動について学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 5日(火) 

講  演  者 ：伊藤 学 氏（ブルードットグリーン株式会社）、小平 直人 氏（社団

法人青年海外協力協会） 

演   題 ：JICA ボランティアセミナー 2023 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス GG701教室 

実施内容/成果：教育分野（教育委員会に派遣）で青年海外協力隊（JICA 海外協力隊）の隊

員としてガーナに滞在した林ゼミ OBの伊藤氏の活動内容や経験、青年海

外協力隊（JICA 海外協力隊）になるために求められていること等につい

て学習することができました。 

 

7）企業の SDGsを後押しする取り組みについて学ぶ 

対 象 演 習 ：A・B・C 

実 施 期 間 ：2023年 12月 9日(土) 

講  演  者 ：坂本 雛梨 氏（株式会社オルタナ） 

演   題 ：ビジネスの軸を 23.4°傾ける仕事 ―SDGsと企業の同行― 

実 施 場 所 ：中央大学  多摩キャンパス 3551教室 

実施内容/成果：期末成果報告会の特別講演会で、企業の SDGs を後押しする仕事を行なっ

ているオルタナの坂本氏（林ゼミ OG）から、同社の取り組みの内容や日

本企業がどこまで SDGsを意識しているのかについて説明してもらいまし

た。同社が WEB/紙媒体の定期雑誌を発刊したり、SDGs 格付けセレクショ

ンをしたりしていること、日本企業は SDGsの進捗が一般的に遅れている

こと、中には「SDGsウォッシュ」と呼ばれる見せかけの SDGsの取り組み

をしている企業もあること等について学習することができました。 

 

＜参考 URL＞ 

1）訪問授業/模擬授業 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-19-1652 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/07/67050/ 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/10/68498/ 

2）特別授業（途上国のコロナワクチン格差） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/05/65994/ 

3）特別授業（アフリカの農村開発プロジェクト） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/06/66774/ 

4）特別授業（民間企業のフェアトレード） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/11/68594/ 

5）特別授業（サブサハラ・アフリカの開発） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69136/ 

6）JICAボランティアセミナー（青年海外協力隊の活動） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2023/12/69339/ 

https://globalization.chuo-u.ac.jp/report/action/2023/12/17493/ 

https://mhayashi.r.chuo-u.ac.jp/hp/2023-12-30-1650 

7）特別授業（企業の SDGsを後押しする取り組み） 

https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/economics/news/2024/01/69732/ 
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（３）平澤 敦（商学部・教授） 

ＦＬＰ演習Ａ 

＜テーマ＞ 

企業・産業の国際比較～グローバル思考養成のために 

 

＜授業の概要＞ 

 グループごとに研究テーマを設定し、研究に必要な基礎的知識をマスターし、基礎的知識

の共有化をはかったうえで、グループ研究を進めていく。 

毎回 2グループが報告を行い、それに対するコメントおよびディスカッションを行う。 

 

＜活動内容＞ 

2023年度の平澤敦ゼミ Aは、次のテーマでグループ研究を行った。 

●「タイにおける GDPと農業従事者数の割合に GAPが生じているのはなぜなのか 

―農協の強化に重点を置いて―」（佐々木愛実 相良圭祐） 

●「タイにおける日本企業の持続的発展のために採るべき方策についての一考案 

―自動車産業に着目して―」（鬼頭光 福田侑真 西脇水優花 Ahn Juhyeong） 

これらの研究成果は、期末成果報告会にて公表した。  

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 6 月 26日(月)～2023年 6月 27日(火) 

実施都市：静岡県熱海市 

実施場所：有限会社善波酒店 

実施内容：全員グループの研究テーマ設定およびテーマに関するディスカッション 

成  果：研究テーマの内容について共有することで研究論点が明確になった。 

 

対象演習：A 

実 施 日：2023年 8 月 12日(土)～2023年 8月 16日(水) 

実施都市：バンコク（タイ） 

実施場所：JETROバンコク事務所・他 

実施内容：タイの農業の実態、日本企業の展開などについてヒアリングおよび質疑応答 

成  果：JETRO にて、現地概況につきレクチャーを受けた後、質疑応答から得られたこ

と、および現地在住者にヒアリングしたことを、研究にフィードバックし、最

終成果として取りまとめた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：小山 睦浩 氏（mograph) 

演  題：デザイン思考をプレゼンテーションにどう活用するか 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 

実施内容：デザインをするまでの思考プロセスにスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いてデザインを考え

ることで、デザイン思考のプロセスの基礎的理解を深めた。  

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：森 一起 氏（フリーランス） 

演  題：人肌は AI を超えるか 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 
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実施内容：AIと人との思考プロセスというものを踏まえ、商品についてのキャッチコピー

を考えるうえでの言葉の使い方にスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いて、その商品を買

い手に印象付けるための、キャッチコピーを考え、言葉の使い方についての理

解を深めた。 
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ＦＬＰ演習Ｂ 

＜テーマ＞ 

企業・産業の国際比較分析～ケーススタディを中心として 

 

＜授業の概要＞ 

 グループごとに研究テーマを設定し、研究に必要な基礎的知識をマスターし、基礎的知識

の共有化をはかったうえで、グループ研究を進めていく。 

毎回 2グループが報告を行い、それに対するコメントおよびディスカッションを行う。 

 

＜活動内容＞ 

2023年度の FLP平澤敦ゼミ Bは、２つのグループに分かれて、以下のテーマで研究を実施

した。 

●「タイにおけるエコツーリズムの推進～日本との比較を中心として～」 

（永井紀帆、榎本宗矩、村松優羽、西村英） 

●「タイ市場における日本食品企業の成長～食文化を通したカルチャーの共生～」 

（八子くりあ、本田良佳、瀬戸葉月） 

 これらの研究成果は、期末成果報告会にて公表した。 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 6 月 26日(月)～2023年 6月 27日(火) 

実施都市：静岡県熱海市 

実施場所：有限会社善波酒店 

実施内容：全員グループの研究テーマ設定およびテーマに関するディスカッション 

成  果：研究テーマの内容について共有することで研究論点が明確になった。 

 

対象演習：B 

実 施 日：2023年 8 月 31日(木)～2023年 9月 5日(火) 

実施都市：バンコク（タイ） 

実施場所：PTTメトロフォレストラーニングセンター・他 

実施内容：タイにおける日本企業やツーリズムなどの現況 

成  果：研究テーマに関する質疑応答を通じて、多角的な視点からのフィードバックが

得られた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：小山 睦浩 氏（mograph) 

演  題：デザイン思考をプレゼンテーションにどう活用するか 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 

実施内容：デザインをするまでの思考プロセスにスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いてデザインを考え

ることで、デザイン思考のプロセスの基礎的理解を深めた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：森 一起 氏（フリーランス） 

演  題：人肌は AI を超えるか 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 

実施内容：AIと人との思考プロセスというものを踏まえ、商品についてのキャッチコピー
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を考えるうえでの言葉の使い方にスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いて、その商品を買

い手に印象付けるための、キャッチコピーを考え、言葉の使い方についての理

解を深めた。 
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ＦＬＰ演習Ｃ 

＜テーマ＞ 

企業・産業の国際比較分析～ケーススタディを中心として 

 

＜授業の概要＞ 

 グループごとに研究テーマを設定し、研究に必要な基礎的知識をマスターし、基礎的知識

の共有化をはかったうえで、グループ研究を進めていく。  

毎回 2グループが報告を行い、それに対するコメントおよびディスカッションを行う。 

 

＜活動内容＞ 

 2023年度の FLP平澤敦ゼミ Cは、MaaS(Mobility as a Service)というキーワード（大テ

ーマ）をもとに、多角的なアプローチをするため、グループ（班）ごとに視点を各々定めて

MaaS の研究を進めていった。調査先は MaaS の取り組みが進んでおり、先進事例も豊富なシ

ンガポールとした。 

「MaaSの日本への有効性について～シンガポールと日本の事例を比較して～」 

経済班：由田彩美・仁平凛・小野澤美優 

意識調査班：上野萌子・長屋帆乃・手塚咲来・中川七海・藤掛英介・塚崎真理奈  

これらの研究成果は、期末成果報告会にて公表した。 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 6 月 26日(月)～2023年 6月 27日(火) 

実施都市：静岡県熱海市 

実施場所：有限会社善波酒店 

実施内容：全員グループの研究テーマ設定およびテーマに関するディスカッション 

成  果：研究テーマの内容について共有することで研究論点が明確になった。 

 

対象演習：C 

実 施 日：2023年 9 月 20日(水)～2023年 9月 25日(月) 

実施都市：シンガポール 

実施場所：JETROシンガポール・他 

実施内容：シンガポールでの MaaSの実態、利用状況、ならびにスマートシティとの関連に

つきヒアリングならびに質疑応答を実施した。 

成  果：MaaSの利用実態、アプリの普及度など、研究テーマを進化させる多くの示唆を

得ることができた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：小山 睦浩 氏（mograph) 

演  題：デザイン思考をプレゼンテーションにどう活用するか 

実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 

実施内容：デザインをするまでの思考プロセスにスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いてデザインを考え

ることで、デザイン思考のプロセスの基礎的理解を深めた。 

 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2024年 1 月 15日(月)  

講 演 者：森 一起 氏（フリーランス） 

演  題：人肌は AI を超えるか 
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実施施設：中央大学 多摩キャンパス F502教室 

実施内容：AIと人との思考プロセスというものを踏まえ、商品についてのキャッチコピー

を考えるうえでの言葉の使い方にスポットをあてたレクチャー 

成  果：グループごとに分かれて、オレンジワインという事例を用いて、その商品を買

い手に印象付けるための、キャッチコピーを考え、言葉の使い方についての理

解を深めた。 
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（４）新原 道信（文学部・教授） 

ＦＬＰ演習Ａ・Ｂ 

＜テーマ＞ 

〈ひとのつながりの新たなかたち〉を構想する惑星社会のフィールドワーク 

 

＜授業の概要＞ 

 ①異なる言語・文化・社会を生きるひとたちとの間で、いかにして〈水平的な人間関係（「国

際協力」の根幹となるべき関係性）〉を創るのか？――いま私たちが直面する問題のほと

んどは、地球規模となったグローバル社会の問題と結びついています。国際／国内と分

けられないような惑星社会の問題に対して、どのような応答を試みたらよいのでしょう

か。いまは亡きイタリアの社会学者メルッチは、「地政学的なブロックの間に依然として

残っている亀裂、北と南との間のほとんど連結不可能なほどの裂け目、剥奪された人び

との間で鬱積している怒りの凄まじさ」を認めつつも、「存在しているものは何であれ、

ただ存在するという理由のみによって静かに尊重されるようなテリトリー」を創ること

に生涯を捧げました。新原ゼミは、この新たな社会構想の担い手――〈ひとのつながり

の新たなかたち〉を構想していくひと、たとえば、難民高等弁務官として尽力された緒

方貞子さん、アフガニスタンで医療活動と人道支援に取り組んだ医師・中村哲さん、東

南アジアを歩き人々のこころに寄り添った鶴見良行さんなど――の育成を目的としてい

ます。 

 

②ゼミ生は、緒方さんや中村さん、鶴見さんのような方たちをお手本としつつ、“フィール

ドワークの力（自分で道を切り開き、大切なこと／出会うべきひとに出会い、他者とと

もに場を創る力）”を蓄えていきます。 

 

(1)社会学的な地域社会研究を学びつつ、惑星社会の様々な場で起こっている開発・発展を

めぐる問題が、私たちの身近な暮らしとどう関わっているのかを理解します。 

(2)それと同時に、〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりかえり・ともに考え・かく〉力、

“たったひとりで異郷／異教／異境の地に降り立ち”、異質で多様なひとたちと“とも

に創ることを始める”ためのフィールドワークの方法を学んでいきます。私（新原）が

これまで行ってきた、イタリア・地中海・大西洋、ヨーロッパ・南米、アジア・太平洋

などでの、最新のフィールドワークと国際的な協業の成果を学生のみなさんにお伝え

します。 

(3)国内外の諸地域で地域社会研究とフィールドワークを行い、コミュニティ形成の実際

のプロジェクトに参加し、海外実態調査（フィールドワーク）にむけて準備をすすめて

いきます。ゼミ運営と海外実態調査の計画立案・実施も含めてゼミ生主導で実行してい

きます。とりわけゼミの途中での留学や長期の海外フィールドワークにチャレンジす

る学生を応援しています。 

 

＜活動内容＞ 

 新原ゼミの目標は水平的な関係の構築です。ゼミでの学びも水平的関係を意識し、フィー

ルドワークでは学年をこえたチームを編成し、実際に見聞きしたことを分析するだけでなく、

興味関心を仲間たちと共有することで、他者の本質を対等に理解することを目的としていま

す。学生主体のゼミづくりも大きな特徴の一つで、ゼミのスケジュールや研究の対象もゼミ

生同士で話し合うことで決定していきました。 

台湾を 2023年度のフィールドワーク地として定め調査及び準備を行ってきましたが、6月、

7 月頃になり台湾に実際に赴くことがやや困難であることが表面化しました。そのため進路

を変え、目的地を台湾から浜松へと転換しました。ゼミでの学びの目的は場所ではなく、フ

ィールドワークを学ぶこと、またその前後の学習であることに全体で合意しました。各ゼミ

生の尽力により、限られた時間の中でもフィールドワークを実施しました。浜松では ABC 生
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合同の班に別れてのフィールドワークや、現地で活動している公益財団法人での聴き取り、

遠州浜団地でのフィールドワーク、現地で生活されている日系ブラジル人の方たちとの交流

など、非常に有意義な時間を過ごすことができた。後期には期末成果報告会があり、報告会

に向けての準備やフィールドワークのまとめ等を行いました。期末成果報告会からの学びも

含めて、最終報告書（総頁数 96頁）をとりまとめました。 

AB 生は、C 生や院生からのアドバイスにもとづき、来年度の台湾調査訪問を実現させるた

め、春休み期間の課題、現地へ行くための準備等を怠らずに進めています。 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 9月 1日(金)～2023年 9月 2日(土) 

実施都市：静岡県浜松市 

実施場所：浜松市多文化共生センター・他 

実施内容：ABC生合同の班を複数結成し、班ごとに〈テーマとリサーチ・クエスチョン〉

を定めてフィールドワークを実施した。 

成  果：〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりかえり・かんがえ・ともにかく〉を実

践することにより、“異質性を含み混んだコミュニティ（composite community 

with heterogeneity）”の条件についての考察を深めた。 
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ＦＬＰ演習Ｃ 

＜テーマ＞ 

〈ひとのつながりの新たなかたち〉を構想する惑星社会のフィールドワーク 

 

＜授業の概要＞ 

 ①異なる言語・文化・社会を生きるひとたちとの間で、いかにして〈水平的な人間関係（「国

際協力」の根幹となるべき関係性）〉を創るのか？――いま私たちが直面する問題のほと

んどは、地球規模となったグローバル社会の問題と結びついています。国際／国内と分

けられないような惑星社会の問題に対して、どのような応答を試みたらよいのでしょう

か。いまは亡きイタリアの社会学者メルッチは、「地政学的なブロックの間に依然として

残っている亀裂、北と南との間のほとんど連結不可能なほどの裂け目、剥奪された人び

との間で鬱積している怒りの凄まじさ」を認めつつも、「存在しているものは何であれ、

ただ存在するという理由のみによって静かに尊重されるようなテリトリー」を創ること

に生涯を捧げました。新原ゼミは、この新たな社会構想の担い手――〈ひとのつながり

の新たなかたち〉を構想していくひと、たとえば、難民高等弁務官として尽力された緒

方貞子さん、アフガニスタンで医療活動と人道支援に取り組んだ医師・中村哲さん、東

南アジアを歩き人々のこころに寄り添った鶴見良行さんなど――の育成を目的としてい

ます。 

 

②ゼミ生は、緒方さんや中村さん、鶴見さんのような方たちをお手本としつつ、“フィール

ドワークの力（自分で道を切り開き、大切なこと／出会うべきひとに出会い、他者とと

もに場を創る力）”を蓄えていきます。 

 

(1)社会学的な地域社会研究を学びつつ、惑星社会の様々な場で起こっている開発・発展を

めぐる問題が、私たちの身近な暮らしとどう関わっているのかを理解します。 

(2)それと同時に、〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりかえり・ともに考え・かく〉力、

“たったひとりで異郷／異教／異境の地に降り立ち”、異質で多様なひとたちと“とも

に創ることを始める”ためのフィールドワークの方法を学んでいきます。私（新原）が

これまで行ってきた、イタリア・地中海・大西洋、ヨーロッパ・南米、アジア・太平洋

などでの、最新のフィールドワークと国際的な協業の成果を学生のみなさんにお伝え

します。 

(3)国内外の諸地域で地域社会研究とフィールドワークを行い、コミュニティ形成の実際

のプロジェクトに参加し、海外実態調査（フィールドワーク）にむけて準備をすすめて

いきます。ゼミ運営と海外実態調査の計画立案・実施も含めてゼミ生主導で実行してい

きます。とりわけゼミの途中での留学や長期の海外フィールドワークにチャレンジす

る学生を応援しています。 

 

＜活動内容＞ 

 新原ゼミの目標は水平的な関係の構築です。ゼミでの学びも水平的関係を意識し、フィー

ルドワークでは学年をこえたチームを編成し、実際に見聞きしたことを分析するだけでなく、

興味関心を仲間たちと共有することで、他者の本質を対等に理解することを目的としていま

す。学生主体のゼミづくりも大きな特徴の一つで、ゼミのスケジュールや研究の対象もゼミ

生同士で話し合うことで決定していきました。 

台湾を 2023 年度のフィールドワーク地として定め調査及び準備を行ってきたが、6 月、7

月頃になり台湾に実際に赴くことがやや困難であることが表面化しました。そのため進路を

変え、目的地を台湾から浜松へと転換しました。ゼミでの学びの目的は場所ではなく、フィ

ールドワークを学ぶこと、またその前後の学習であることに全体で合意しました。各ゼミ生

の尽力により、限られた時間の中でもフィールドワークを実施しました。浜松では ABC生合

同の班に別れてのフィールドワークや、現地で活動している公益財団法人での聴き取り、遠
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州浜団地でのフィールドワーク、現地で生活されている日系ブラジル人の方たちとの交流な

ど、非常に有意義な時間を過ごすことができた。後期には期末成果報告会があり、報告会に

向けての準備やフィールドワークのまとめ等を行いました。期末成果報告会からの学びも含

めて、最終報告書（総頁数 96頁）をとりまとめました。 

C生は三年間の学びを AB生に伝えるとともに、卒業後の生活のなかで“フィールドワーク

の力（自分で道を切り開き、大切なこと／ひとに出会い、ともに場を創る力）”をどのように

生かすかについて、言葉として遺す準備をすすめてくれました。 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・B・C 

実 施 日：2023年 9月 1日(金)～2023年 9月 2日(土) 

実施都市：静岡県浜松市 

実施場所：浜松市多文化共生センター・他 

実施内容：ABC生合同の班を複数結成し、班ごとに〈テーマとリサーチ・クエスチョン〉

を定めてフィールドワークを実施した。 

成  果：〈あるき・みて・きいて・しらべ・ふりかえり・かんがえ・ともにかく〉を実

践することにより、“異質性を含み混んだコミュニティ（composite community 

with heterogeneity）”の条件についての考察を深めた。 
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（５）山田 恭稔（国際経営学部・教授） 

ＦＬＰ演習Ａ・Ｃ 

＜テーマ＞ 

開発社会学を通して東南アジアを捉える 

 

＜授業の概要＞ 

 開発社会学の視点から、東南アジア地域での貧困や格差に関連する多岐にわたる開発課題

あるいは社会問題に対する政策や国際協力について、地域社会を軸に研究する。また、東南

アジア諸国が抱える開発課題や社会問題に対する政策および試み、ならびにそれらが地域社

会にもたらした影響について学びを深めながら、開発社会学の視点や考え方の基礎を批判的

思考を通して習得する。 

なお、本演習 A では、輪読を行ないつつ、関心テーマに基づくグループ研究を進め、論文

を作成する。本演習 Cでは、輪読を行なう一方で、修了論文作成のための企画、準備・計画、

情報収集、収集情報および結果の取りまとめ、論文執筆に取り組む。 

本演習 A・C は、ゼミ生が専門知識だけではなく、発表や討議をも含んだチームワークの

経験を積み、協調性、自己管理力を修得し、また、フィールドワークに基づいたレポートや

演習論文の作成などを通じ、総合的な学習体験と知的複眼思考力を修得することに関わる。 

 

＜活動内容＞ 

山田ゼミでは、輪読と、グループ研究または修了研究という相互補完的に作用する 2 つの

活動の両輪を並行させながら、ゼミ生たちが主体となった研究活動を進めました。諸事情の

ために一部学生がオンライン参加することもありましたが、全体としては毎回ほぼ全員が出

席する形で対面形式を軸とした授業を進めることができました。このことは、所属学部が異

なる A ゼミ生相互のみならず、A ゼミ生と C ゼミ生という学年を超えた親睦と協力が深まる

ことにつながりました。そしてこのことは、積極的な討議や活発な意見交換、チームワーク

に基づく多岐にわたった有意義なゼミ活動を生み出す礎にもなりました。 

輪読では、国際協力や国際開発に関してのみならず、東南アジアの社会や政治に関する文 

献から学びました。これらは、学術論文、あるいはテキストや専門書の章であり、合計で 14 

編を活用し議論を深めました。国際協力・国際開発に関しては、主に開発社会学、参加型開

発、社会開発の分野について様々な事例を交えつつ扱い、東南アジアに関連しては、主に開

発政策、国民統合、エスニシティ、住民組織、コミュニティ、日本在住の外国籍労働者につ

いて理解を深めました。 

演習 Aのグループ研究では、5月から試行錯誤を重ねながら研究の枠組み作りに取り組み、

その精度を夏休み前までに徐々に上げていきました。A ゼミ生たちは、ラオスの少数民族に

焦点を当てた初等教育の中途退学をテーマとしました。10月にはラオスの初等教育に関連し

て活動している日本の NGO/NPO の方々に対しオンライン形式でインタビューを実施しました。

一方、演習 Cでは、フィリピン人女性の労働、在日クルド人女性と子供たち、タイ式民主主

義に関する 3つの修了研究が行なわれました。この内、Cゼミ生 2名は、10月以降、対面お

よびオンラインでインタビューやアンケート調査を実施し、さらに、11月の国内実態調査の

機会も有効に活用できました。A ゼミ生と C ゼミ生が実施したこれらのインタビューやアン

ケート調査からは、開発や国際協力の現場に実際に携わったり、実態を深く知る人々からの

話や言葉に触れる貴重な機会を得ることができました。  

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A・C 

実 施 日：2023年 11月 1日(水)～2023年 11月 4日(土) 

実施都市：静岡県浜松市 

実施場所：浜松国際交流協会・他 

実施内容：浜松国際交流協会および JICA浜松デスク、NPOフィリピンナガイサ、伯人学校
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EAS浜松校、シズラティーノスでの聞き取り調査。在住/出稼ぎフィリピン人女

性の街頭調査。静岡大学国際交流ラウンジとの交流。 

成  果：浜松国際交流協会、NPO フィリピンナガイサ、伯人学校 EAS 浜松校、シズラテ

ィーノスからの聞き取り調査では、外国籍住民と地域住民が共に地域コミュニ

ティを作っていくために様々な取り組みが行なわれていることがわかりました。

具体的には、多言語対応での外国籍住民への情報提供や相談窓口設置やメンタ

ルヘルスケア、日本語教室の開講、防災セミナー、外国籍住民と日本人住民と

の国際交流イベントの開催などが行なわれていました。 

 一方、街頭調査では、24名のフィリピン人女性から街頭インタビューを主にタ

ガログ語、あるいは英語で行なうことができ、彼女たちの訪日前の背景、現在

の置かれている立場、暮らし向き、心境などを知ることができました。 

 

対象演習：A・C 

実 施 日：2023年 11月 4日(土)  

講 演 者：渡邉 カルロス 氏（シズラティーノス 代表） 

演  題：多文化共生に向けた取り組みと課題 

実施都市：静岡県浜松市 

実施施設：シズラティーノス オフィス 

実施内容：任意団体シズラティーノス（SHIZULATINOS）の多文化共生に向けた様々な取り

組みをめぐって、その現状、成果、課題に関する経験談と考察をうかがう。 

成  果：シズラティーノスの目的「豊かな多文化共生社会を実現するため」は、代表を

務める渡邉カルロス氏をはじめとする、ラテンアメリカから日本に出稼ぎに来

た日系人を親に持つ第 2世代たちの経験に拠っていました。その活動は、多言

語での外国人に役立つ情報発信、日本での生活に役立つ内容の講演会やセミナ

ーの多言語での開催、外国籍住民と日本人住民との国際交流イベントの開催、

国際理解教育の実施、外国籍住民への支援など、多岐にわたっています。子供

たちの教育の現場では試行錯誤が現在でも続けられているようですが、シズラ

ティーノスのこれらの活動は、第 2 世代たちの経験や苦労に基づいており、外

国籍住民も地域社会の一員として、職場や地域のつながりを築きながら「本当

の」多文化共生を深化させるための取り組みとなっていることが理解できまし

た。 

 

 

＜諸活動の写真＞ 

  
A ゼミ生によるオンラインでの聞き取り調査（アジア教育友好協会、民際センター） 
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実態調査での訪問(フィリピンナガイサ、伯人学校 EAS 浜松校) 

 

  
実態調査での訪問(静岡大学、シズラティーノス) 

 

  
ゼミ生たちの交流と親睦 
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（６）伊藤 晋（全学連携教育機構・兼任講師） 

ＦＬＰ演習Ｃ 

＜テーマ＞ 

国際協力の現実、成果、課題の検証 

 

＜授業の概要＞ 

 本演習では、国際協力の新たな潮流等を中心に研究しつつ、各自の問題意識に基づき、修

了論文を作成します。演習では、具体的な開発プロジェクトの事例研究も行うことで、実践

的なアプローチや手法を学ぶとともに、映像教材等を用いて国際協力の実態・課題も検証し

ます。 

 

＜活動内容＞ 

2023 年度の伊藤 C ゼミでは、A ゼミ、B ゼミでの成果を踏まえ、個人の修了論文について

１年間かけ取り組みました。 

前期では、テーマ、リサーチクエスチョン、研究計画書について、ゼミ内で発表し、相互

にコメントし合うことで、改善を図りました。また主要文献についても、ゼミで発表し、議

論することで、他のテーマに関する知識や分析手法等についても理解を深めました。 

夏季休暇中には、フィリピンにおける実態調査を実施するとともに、国内外における、政

府機関、NGO、研究者等との面談、メールによる照会等を実施しました。 

後期には、論文の構成を固め、追加的な文献研究と国内外の関連団体・企業等とのオンラ

イン面談等を継続し、12 月には国際協力プログラムの期末成果報告会で発表するとともに、

論文を作成しました。 

 

最終的な論文のタイトルは、以下のとおりです。 

「日本の鉄道インフラの海外展開に今後求められること」  

「ルワンダの経済発展について」  

「フィリピンの一村一品運動と日本企業の関わり方」 

「スマホやパソコンによる⽔防災情報提供と住⺠との合意形成に向けたマニラ流域水マッ

プの開発」 

「非集住地域で暮らすフィリピンルーツのともたちはいかなる困難を抱えアイデンティテ

ィを形成しているのか」  

「フィリピンにおける地方分権化～バランガイに焦点を当てて～」 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：C 

実 施 日：2023年 8月 21日(月)～2023年 8月 26日(土) 

実施都市：マニラ（フィリピン） 

実施内容：個人論文のテーマに関連する、以下のフィリピン政府機関、日本政府機関等に

訪問の上、インタビューを実施するとともに、関連情報を収集するため、以下

を訪問見学した。 

インタビュー実施機関： 

フィリピン運輸省、地方自治省、フィリピン貿易産業省、フィリピン気象庁、

フィリピン日本商工会議所、日本大使館、JICAフィリピン事務所等 

訪問見学場所： 

San Juan River周辺、Pasig-Marikina River周辺、バランガイホール等バラ

ンガイ関連施設、LRT１号線、同 2号線、MRT3号線（電車）等 

成  果：個人論文について、前期における文献調査、先行研究等により収集した情報等

に基づき、フィリピンにおける関連機関を訪問の上、疑問点等についてインタ
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ビューを行うことで、課題の深刻さについて改めて認識するとともに、取組み

等に関する最新の状況等について知見を深めることが出来た。 

 

 

フィリピン貿易産業省にて 

 

 
フィリピン気象庁にて 
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（７）小澤 勝彦（全学連携教育機構・客員教授） 

ＦＬＰ演習Ｂ ※前期は演習 Cと合同開催 

＜テーマ＞ 国際協力から見える現代の世界・日本の課題  

 

＜授業の概要＞  

国際協力論は経済、政治、社会等をカバーする総合的・学際的分野であることは勿論、環

境問題、貧困問題等極めて広い範囲を扱う点で、日本にいる我々にも身近な問題と密接な関

係があります。本ゼミでは、演習 A で実施した国際協力の歴史・課題及び人類にとって開発

が何を意味するかを哲学や開発思潮にまで遡って学習した内容を受け、現代の世界・日本に

とって重要なテーマを幾つか取り上げて関連する時事トピックスなどを題材として議論し、

解決策等を検討しました。そのためにゼミ生は主体的に課題の設定、分析、発表を実践しま

した。 

 

＜活動内容＞ 

当ゼミは ODA（Official Development Assistance）と SDGs（Sustainable Development 

Goals)を二本の柱としています。ODA に関しては、講義を中心に基礎事項を学習し、SDGs に

関しては、新聞・雑誌等の最新の記事を活用しゼミ内プレゼンテーション及び議論をおこな

い、参加型でゼミを運営しました。ゼミ生は途上国の貧困問題の現場を実地で経験すること

で開発の課題を勉強することを目的に夏季休暇期間を活用してタイにおいて首都圏及び地方

部を訪問して貧困層の教育の現場等を調査し、その成果を期末成果報告会において発表しま

した。また、発表を論文の形で取りまとめ演習 Bでの集大成としました。 

当ゼミでは過去から現在に至る開発問題と現代の世界の諸問題及び国内の身近で起こって

いる課題を一体として理解することを目標にしています。この趣旨に従い、ゼミ生は多くの

課題に取り組みました。例えば、自由主義経済世界での副作用としての格差拡大、人権問題、

地球環境問題、そしてそうした状況下改めて考え直す必要性が高まっている社会福祉、教育

問題などに取り組みました。 

 

①講義  

ゼミ生は、演習 A において開発が人類の歴史の中でなぜ 20 世紀半ばになって重要なテー

マとして登場してきたのか、そして南北問題が国連等の場で主要な課題になってきたのか、

更にそもそも人類の歴史の中で貧困、格差、ジェンダーといった問題がどのようにして生ま

れてきたのかを産業革命から植民地支配に至る歴史を振り返ることによって学習しました。

演習 B ではこれらの開発論の議論を深め途上国の開発・経済成長に内在する経済停滞問題を

学習しました。こうした国際協力の理論、歴史、様々な取組が現在の SDGsの底流にあること

をベースに現在の世界、日本社会で起きている貧富の格差、地球環境問題、ジェンダー、人

種差別などの課題を題材としてゼミの中での議論につなげることで、参加型の運営をおこな

いました。  

 

②レポート作成・ゼミ内プレゼンテーション  

講義と並行して、国際協力や社会問題に関する新聞や雑誌の記事、ビデオ教材を提供又は

ゼミ生自身が提示し、それらに関する分析、解釈及び解決に向けた提案等をゼミ内でプレゼ

ンテーションし、様々な角度から議論をおこないました。  

 

（ゼミ内議論等のテーマ） 

タイにおける水害と経済格差/タイ人権報告書を読んで/トー横界隈と第三の居場所/ヤング

ケアラー/日本とアメリカにおける銃規制/タイ治安部隊人権侵害問題/アメリカ・日本の大

学入試制度と就職活動/タイにおける出稼ぎ/お金と幸福度の関係性について/米国企業にお

けるアファーマティブ・アクションの導入/女性の子育てと正規雇用での就業の両立を阻む

要因/介護離職について/日本における原子力発電所の処理水の海洋放出とそれに伴う中国の
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対応について/これからの国際理解教育/日本のドローン産業 

 

プレゼン/議論指導のポイント： 

SDGsや環境などに関する包括的な認識を深めるとともに、ゼミ生の関心の高い教育、貧困、

人権などについて問題の背景には個別の問題だけでなく共通の社会問題が底流にあることを

理解することの必要性を学びました。そして、様々な国際問題、社会問題について自らの問

題として考える習慣をつけてもらいました。  

 

＜海外現地調査＞ 

調査研究名：「タイの地域格差と農村部における教育の課題」 

実 施 日：2023年 8月 3日（木）～8月 9日（水） 

実施都市：バンコク、チェンライ（タイ） 

実施施設：JICAタイ事務所、さくらプロジェクト（NGO）、メーファールアン大学 

実施内容：事前に文献、WEBを活用してタイの社会、貧困の現状を調べるとともに JICA事

務所を通じ主に教育分野で活動を実施中の青年海外協力隊員のリモート・ヒア

リングを実施した。現地では各訪問先でタイの教育分野の状況についてブリー

フを受けた。その上で、それぞれの機関の取組について説明を受け議論した。

特に、少数民族を対象とする教育支援を行っている NGO「さくらプロジェクト」

では寄宿舎で学ぶ児童を直接取材することで地方部の少数民族の初中等教育の

問題点の一端を知ることができた。 

成  果：ゼミ生は「タイの地域格差と農村部における教育の課題」について共同で期末

成果報告会で発表するとともに論文にまとめた。  

 

調査研究指導のポイント： 

テーマ設定、調査の手法等ゼミ生の自主性に任せつつ、期末成果報告会の資料等の論理性、

分析手法などについて重要なステージで指導をおこなった。 
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 ＦＬＰ演習Ｃ ※前期は演習 Bと合同開催 

＜テーマ＞  

国際協力から見える現代の世界・日本の課題 

 

＜授業の概要＞  

国際協力論は経済、政治、社会等をカバーする総合的・学際的分野であることは勿論、環

境問題、貧困問題等極めて広い範囲を扱う点で、日本にいる我々にも身近な問題と密接な関

係があります。本ゼミでは、演習 A、Bで実施した国際協力の歴史・課題、人類にとって開発

が何を意味するかを哲学や開発思潮にまで遡って学習した内容を受け、開発経済学のテキス

ト『開発経済学入門』を使い、特に経済成長論の理論的なバックグラウンドを学びました。

また、国際協力や SDGsに関連する時事トピックスなどを題材として議論、解決策等を検討し

ました。ゼミ生は 主体的に課題の設定、分析、発表をおこないました。 

 

＜活動内容＞  

当ゼミは ODA（Official Development Assistance）と SDGs（Sustainable Development 

Goals)を二本の柱としています。ODA に関しては、講義を中心に基礎事項を学習し、SDGsに

関しては、新聞・雑誌等の最新の記事を活用しゼミ内プレゼンテーション及び議論をおこな

い、参加型でゼミを運営しました。ゼミ生は開発途上国だけでなく先進国でも国の開発及び

社会経済の発展と大きなかかわりを持つジェンダー問題について世界の状況と日本の課題を

調査研究し、その成果を FLP期末成果報告会において発表しました。また、発表を論文の形

で取りまとめ演習 Cでの集大成としました。当ゼミでは過去から現在に至る開発問題とウク

ライナ戦争やコロナ・パンデミックなど現代の世界の諸問題及び国内の身近で起こっている

課題を一体として理解することを目標にしています。この趣旨に従い、ゼミ生は期末成果報

告会で発表したジェンダー問題だけでなくボーダレスの世界での格差拡大、人権問題、地球

環境問題、そしてそうした状況下改めて考え直す必要性が高まっている社会福祉、教育問題

などに取り組みました。 

 

①講義  

ゼミ生は、演習 A、B において開発が人類の歴史の中でなぜ 20 世紀半ばになって重要なテ

ーマとして登場してきたのか、そして南北問題が国連等の場で主要な課題になってきたのか、

更にそもそも人類の歴史の中で貧困、格差、ジェンダーといった問題がどのようにして生ま

れてきたのかを産業革命から植民地支配に至る歴史を振り返ることによって学習しました。 

演習 C ではこれらの開発論の議論を深め途上国の開発・経済成長に内在する経済停滞問題

（貧困国・中進国の成長の罠）などを開発経済学のテキストを使って議論することで理解を

深めました。こうした国際協力の理論、歴史、様々な取組が現在の SDGsの底流にあることを

ベースに現在の世界、日本社会で起きている貧富の格差、地球環境問題、ジェンダー、人種

差別などの課題を題材としてゼミの中での議論につなげることで、参加型の運営をおこない

ました。  

 

②レポート作成・ゼミ内プレゼンテーション  

講義と並行して、国際協力や社会問題に関する新聞や雑誌の記事、ビデオ教材を提供又は

ゼミ生自身が提示し、それらに関する分析、解釈及び解決に向けた提案等をゼミ内でプレゼ

ンテーションし、様々な角度から議論をおこないました。 

 

（ゼミ内議論等の主なテーマ） 

中国の少子高齢化と経済成長/日本の子供の貧困における法律と現状/フランスのパリテ論争

/アファーマティブ・アクションと時間的制約/女性活躍推進と経営効果/日本企業の障碍者

雇用施策 
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 プレゼン/議論指導のポイント： 

SDGsや環境などに関する包括的な認識を深めるとともに、ゼミ生の関心の高い教育、人権、

環境、ジェンダーなどについてその背景を学習しました。様々な国際問題、社会問題につい

て自らの問題として考える習慣をつけるように留意しました。 

 

③論文作成（FLP期末成果報告会発表） 

 「日本におけるアファーマティブ・アクション導入の考察」についてゼミ生は期末成果報告

会で発表するとともに論文にまとめました。 

ゼミ生は日本のジェンダーギャップ指数が世界の中で極めて低位にあることに問題意識をも

ち、世界でのジェンダー問題への取り組みの歴史等を踏まえ日本の現状をアファーマティブ・

アクションの導入を軸に調査研究しました。アファーマティブ・アクションが直接企業経営

や経済に強い影響を与えるか否かについてはエビデンスベースで証明することは困難ですが、

ジェンダー平等など弱者の社会における共同参画を推進することにより女性、在日外国人、

障碍者等難しい環境にある人々が様々な分野で対等な立場で義務と権利を共有する社会を実

現することの重要性を学ぶことができました。 

 

論文指導のポイント：  

テーマ設定、調査の手法等ゼミ生の自主性に任せつつ、成果発表の論理性、分析手法など

について重要なステージで論文の方向性について指導をおこなった。 
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（８）花谷 厚（全学連携教育機構・客員教授） 

ＦＬＰ演習Ａ 

＜テーマ＞ 

国際協力における開発と社会―人々の暮らしと開発介入 

 

＜授業の概要＞ 

 国際協力は、開発途上国社会を対象として、一人当たりの所得向上や識字率向上、保健・

衛生状態の改善等、特定の効果・目的を意図して実施されますが（開発介入）、その過程で必

ずと言っていいほど、受入社会にさまざまな社会的影響を生みます。 

 開発介入の持続性を確保するためには、社会的影響をそこに住む住民の視点から理解し、

住民に受け入れられる形・方法で協力するとともに、導入された活動・施設・制度が、当該

地域住民と社会による自助・互助・共助や公助（公的支援・規制）により支えられている必

要があります。しかし、実際にはこれらの社会的影響を理解・把握し、社会のシステムとし

て様々な「助」を定着させることは容易ではありません。 

 本演習では、国際協力および国内の社会開発（コミュニティ開発）の場を事例として、外

部からの開発介入をそれを受け入れる人々の視点から捉え直し、社会的に持続可能な開発の

あり方とはどのようなものかについて一緒に考えていきます。 

 

＜活動内容＞ 

当ゼミは、前後期通じて 4名で実施した（開講日時：水曜日 6時限）。 

 

前期においては、国際協力に関する概論講義から始め、開発協力プロジェクトの計画・評

価手法を学習した上で、前期後半には開発介入に伴う外部者と受入れ社会との間にどのよう

な関係が生まれるのかについて、参加型開発分野の書籍、論文の輪読を行った。 

前期各回における具体的な演習内容は以下のとおり。 

 

1. オリエンテーション 

2. 国際協力の今日的意義（国際協力を巡る基礎用語解説） 

3. 開発と貧困 1（開発と貧困を巡る様々な概念の定義と測定方法） 

4. 開発と貧困 2（貧困と格差の問題、国際開発論概念について詳説） 

5. 国際協力の実施体制（日本を中心に国際機関、他二国間援助実施体制について講義） 

6. プロジェクトの計画・評価手法 1（プロジェクト・サイクル・マネジメント手法概論） 

7. プロジェクトの計画・評価手法 2（上記に基づく議論） 

8. 開発介入と社会にかかる事例研究 1（「続入門社会開発」ケーススタディ 1 輪読と議論） 

9. 開発介入と社会にかかる事例研究 2（「続入門社会開発」ケーススタディ 2 輪読と議論） 

10. 開発介入と社会にかかる事例研究 3（「続入門社会開発」第 3章～第 5章輪読と議論） 

11. 開発介入と社会にかかる事例研究 4（「続入門社会開発」第 6章～第 7章輪読と議論） 

12. 藤山一郎「外部者の役割をめぐる『コミュニティデザイン』と『参加型開発』の比較研究」

輪読と議論 

13. 開発介入における外部者の役割と受益者の関係についての議論 

14. 前期講義振り返り 

 

夏季休暇中課題図書：「ストーリーで学ぶ開発経済学」 

 

 後期においては、課題図書の要旨発表・議論から始め、その後、昨年に続き埼玉県秩父郡

横瀬町への現地見学調査を実施した。右を踏まえて、期末成果発表会に向けて準備を行うと

ともに期末成果報告書を提出した。  

後期各回における具体的演習内容は以下のとおり。 
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1. 後期オリエンテーション 

2. 課題図書輪読 1（第 1章） 

3. 課題図書輪読 2（第 2章） 

4. 現地見学調査準備 1（横瀬町概要ブリーフィング） 

5. 現地見学調査準備 2（事前調査発表） 

6. 現地見学調査準備 3（事前調査発表） 

7. 現地見学調査準備（調査行程、質問内容検討） 
（現地見学調査実施） 

8. 現地見学調査振り返り 

9. 期末成果報告会準備 1（発表内容検討 1） 

10. 期末成果報告会準備 2（発表内容検討 2） 

11. 期末成果報告会準備 3（スライド案発表と議論） 

12. 期末成果報告会準備 4（発表内容最終化） 

13. 期末成果報告書作成 1（執筆担当分け）、課題図書輪読 3（第 3章, 第 4章） 

14. 「日本の近代化経験と開発援助」に関する講義 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

対象演習：A 

実 施 日：2023年 11月 2日(木) 

実施都市：埼玉県秩父郡 

実施場所：横瀬町役場・他 

実施内容：横瀬町まち経営課、エリア 898 等町内施設を訪問し、地域おこし協力隊員にイ

ンタビューを実施した。町内のまち歩きを行い、参加型手法におけるトランセ

クト手法による地域理解を試みた。 

成  果：見学調査結果を踏まえ期末成果報告会発表・期末成果報告書作成につなげるこ

とができた。 

 

＜成果＞ 

最終的に、期末成果報告会・報告書は以下のテーマで作成・提出することができた。 

 

「国内の地域開発と国際協力の地域開発の比較と相互学習の可能性」 

執筆者：萩原萌衣、奥津ひなた、高山葵衣、濱田多恵（計 4名） 
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ＦＬＰ演習Ｂ・Ｃ 

＜テーマ＞ 

国際協力における開発と社会－人々の暮らしと開発介入 

 

＜授業の概要＞ 

 国際協力は、開発途上国社会を対象として、一人当たりの所得向上や識字率向上、保健・

衛生状態の改善等、特定の効果・目的を意図して実施されますが（開発介入）、その過程で必

ずと言っていいほど、受入社会にさまざまな社会的影響を生みます。 

 開発介入の持続性を確保するためには、社会的影響をそこに住む住民の視点から理解し、

住民に受け入れられる形・方法で協力するとともに、導入された活動・施設・制度が、当該

地域住民と社会による自助・互助・共助や公助（公的支援・規制）により支えられている必

要があります。しかし、実際にはこれらの社会的影響を理解・把握し、社会のシステムとし

て様々な「助」を定着させることは容易ではありません。 

 本演習では、国際協力および国内の社会開発（コミュニティ開発）の場を事例として、外

部からの開発介入をそれを受け入れる人々の視点から捉え直し、社会的に持続可能な開発の

あり方とはどのようなものかについて一緒に考えていきます。 

 

＜活動内容＞ 

当ゼミは、前後期を通して B ゼミ 10 名、C ゼミ 5 名、計 15 名で実施した（開講日時：水

曜日 5時限）。 

 

前期においては、社会科学的な研究手法を学ぶためのテキストとして『新・社会調査への

アプローチ』（大谷信介他編著、ミネルヴァ書房、2013年）を輪読し、各自レポートにまとめ

た。引き続き、海外実態調査が行われることを前提に、カンボジアを対象とした事前学習、

調査行程作成、質問票作成等を行った。 

前期各回における具体的な演習内容は以下のとおり。 

 

1. オリエンテーション 

2. 「新・社会調査へのアプローチ」の読後感想発表・議論 

3. 海外実態調査対象国選定、準備スケジュール作成 

4. 海外実態調査準備 1（事前学習 1：カンボジアの地理） 

5. 海外実態調査準備 2（事前学習 2：カンボジアの歴史） 

6. 海外実態調査準備 3（事前学習 3：カンボジアの政治） 

7. 海外実態調査準備 4（事前学習 4：カンボジアの経済） 

8. 海外実態調査準備 5（事前学習 5：カンボジアの教育と保健） 

9. 各自研究テーマ発表と議論 1 

10. 各自研究テーマ発表と議論 2 

11. 各自研究テーマ発表と議論 3 

12. 各自研究テーマ発表と議論 4 

13. 各自研究テーマ発表と議論 5 

14. 前期振り返り 

 

夏季休暇期間においては、引き続き海外実態調査に向けた準備を行った。実際の調査は 9

月 3日から 10日の 7泊 8日で行った。なお、参加ゼミ生は Bゼミ生７名、引率 1名である。

参加しなかった学生も各自の研究テーマに沿って学習、研究を進めた。 

 

 後期は、夏季休暇期間中の海外実態調査、学習を踏まえ、期末成果発表会に向けて準備を

行うとともに期末成果報告書を提出した。  

後期各回における具体的演習内容は以下のとおり。 
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1. 後期オリエンテーション、海外実態調査振り返り 

2. 期末成果報告会準備 1（報告内容構想発表 1） 

3. 期末成果報告会準備 2（報告内容構想発表 2） 

4. 期末成果報告会準備 3（報告内容構想発表 3） 

5. 期末成果報告会準備 4（報告内容構想発表 4） 

6. 期末成果報告会準備 5（報告内容構想発表 5） 

7. 期末成果報告会準備 6（報告内容構想発表 6） 

8. 期末成果報告会準備 7（報告内容構想発表 7） 

9. 期末成果報告会準備 8（発表内容最終調整 1） 

10. 期末成果報告会準備 9（発表内容最終調整 2） 

11. 期末成果報告会振り返り 

12. 期末成果報告書作成 1 

13. 期末成果報告書作成 2 

14. 「日本の近代化経験と開発援助」に関する講義 

 

＜実態調査・見学調査・講演会＞ 

 対象演習：B 

実 施 日：2023年 9月 3日(日)～9月 10日（日） 

実施都市：プノンペン市、シェムリアップ市（カンボジア王国） 

実施場所：JICA事務所、JICAプロジェクト・他 

実施内容：JICA関係者、各団体関係者へのインタビュー、意見交換 

成  果：調査結果を踏まえ期末成果報告会発表・期末成果報告書作成につなげることが

できた。 

 

＜成果＞ 

最終的に、期末成果報告書は B・Cゼミ合わせて以下の 8本の報告書の形で作成・提出する

ことができた。 

 
⚫ 寺田純菜・小林多治生・小俣俊平（Bゼミ） 

「2023年カンボジア総選挙について」 
⚫ 南方将喜・椙杜英太・小石川隼（Bゼミ） 

「カンボジアにおける観光事業 ～日本の事例を交えて～」 
⚫ 立野莉子（Bゼミ） 

「カンボジアにおける英語教育の発展とその弊害について」 
⚫ 足立優海（Bゼミ） 

「カンボジアにおける生徒の学力と教師一人当たりの生徒数の関係性について」 
⚫ 清水萌果（Cゼミ）・山下怜夏（Bゼミ） 

「カンボジアの教育分野における逆ジェンダーギャップについて」 
⚫ 久保田優果（Cゼミ）・富士原早紀（Bゼミ） 

「カンボジアにおける私塾の流行とその影響」 

⚫ 井上美雨（Cゼミ）    

「カンボジアにおける不就学児の近年の傾向について」 
⚫ 野本穣・中尾玲奈（Cゼミ） 

「日本の兼業実施率上昇に向けた課題の再検討～企業調査結果より～」 
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